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中
世
ノ
ル
マ
ン
ヂ
ィ
に
お
け
る

『
プ
ー
ル
』

の
分
布
と
そ
の
意
義

井

上

泰

男

序

-l=I 

本
稿
は
中
世
(
と
く
に
十
一

t
十
三
世
紀
)
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
を
対
象
と
し
て
、
古
い
定
住
形
態
〈
司
王
宮
田
w
i
n
g
W
4自
由
)

れ
る
あ
ら
た
な
定
住
形
態
、
す
な
わ
ち
「
ブ
ー
ル
」
手
出
荷
己
目
、

Z
H
m
z
B》
の
名
で
知
ら
れ
る
都
市
的
・
農
村
的
集
落
の
時
間
的
・
空
間

的
分
布
一
に
つ
い
て
検
討
し
‘
そ
の
歴
史
的
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
と
く
に
西
ノ
ル
寸

γ
デ
ィ
の
農
村
ブ

ー
ル
の
意
義
を
、

ζ

の
地
方
の
農
業
植
民
史
と
の
関
係
に
お
い
℃
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
主
に
重
点
が
お
か
れ
る
ニ
ょ
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ニ
の
よ
う
な
課
題
E

は
「
ノ
ル
守
シ
デ
ィ
公
額
」
と
い
う
き
わ
め
て
才
リ
ジ
ナ
ル
な
一
つ
の
プ
ラ

γ
ジ
ポ

1
4
ア
の
形
成
・
確

と
区
別
さ
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立
の
過
程
と
不
可
分
に
結
合
し
て
お
り
、

L
た
が
ゆ
て
支
た
、
ニ
の
公
一
領
史
巳
お
け
る
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
・
宗
教
的
な
さ
主
ざ

ま
な
局
面
と
密
接
に
か
ら
み
合
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
先
に
西
北
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ー
ル
の
研
究
史
的
考
腐
を
行
っ
た
さ
い
、
定

住
の
「
核
」
の
種
類
は
よ
り
、
「
都
市
郊
外
ブ

1
ル
ゲ

C
出
]
q
m

何回ロ
σロ
Hσ
白山口」、

「
修
道
院
ブ
ー
ル

ゲ。ロ
H
m
B
O
E由民
ρ
5」、

「
城
砦
0

ア
ー
ル

ゲ

0
5
m
s
a
E己
、
「
農
村
ブ
ー
ル
ザ
宮
崎
的

2
3ど
と
い
う
同
類
型
を
J

指
摘
し
て
お
い
た
が
‘

】
の
よ
う
な
ブ
ー
ル
の
多
義
性
も
、
当
然

北
大
文
学
部
紀
要



中
世
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

右
の
諸
局
面
と
の
か
か
わ
り
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
う

L
た
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
一
章
に
お
い
て
、
必
要
な
限

り
で
、
予
備
的
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
に
、
本
稿
モ
利
用
し
た
史
料
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
『
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
慣
習
法
集

(
n
g言
ぎ
な
三
号
ミ
ミ
ミ
ミ
え
た
)
』
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
ブ
ー
ル
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、
あ
る
い
は

ブ
ル
ガ

i
ジ
ユ
土
地
保
有
の
法
的
条
件
を
検
証
す
る
上
で
、
不
可
欠
の
基
礎
史
料
に
な
る
。
こ
の
法
史
料
に
つ
い
て
は
、

E
・
ジ
ョ
ゼ
フ

-
タ
ル
J

ア
ィ
フ

(
開
・
I
H
-
H，
自
己
民
)

に
よ
る
テ
キ
ス
ト
・
グ
ワ
テ
ィ

l
グ
が
行
わ
れ
、
二
巻
三
冊
と
し
て
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀

初
頭
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

((同町吋可申伺

kg円九時お門
U
S言
さ
町
内
柏
、
丸
町
ミ
ミ
ミ

H
S
h
N
R
5
2
・
)
)
と
題
さ
れ
た
第
一
巻
は
、

最
初
の
六
五
章
は
一
一
九
九
年
又
は
一
二

0
0・
年
、
残
り
の
こ
六
章
は
一
二
二

O
年
の
作
製
に
な
る
、
と
さ
れ
て
い
る
o

つ
ま
り
、

法
典
編
纂
は
、
二
つ
の
呉
っ
た
性
格
と
時
期
の
法
源
の
合
成
に
他
な
ら
な
い
二
方
厳
密
な
体
系
化
で
知
ら
れ
る
第
二
巻
の
(
(
h
Q

め
さ
さ
む

号

h
品
3
5
見
ミ

S
S
R
E
S
I
5
8
・
)
)
は
、
お
そ
ら
く
は
一
二
三
五
年
、
あ
る
い
は
お
そ
く
も
一
二
五

O
J
一
二
六

O
年
の
一

0

年
間
の
う
ち
に
作
製
さ
れ
た
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
『
オ
ル
デ
リ

y

ク
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
教
会
史
(
O
悼
式
町
立
町
民

S
E
N民的

、ー
の

-234-

H
H
N
d
H
C
ミ
志
向
円
門
町
忠
弘
ぬ
旬
之
内
定
)
』
に
つ
い
て
。
。
包
耳
目
口

5
S
H
(
一
O
七
五

i
一
一
四
一
二
)
は
、
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
リ
ジ
ュ

l
(
門
戸
明
日

2
H
M
)

司
教
管
区
の
。

R
Z
な
い
し

F
E寸
閉
2
0己
修
道
院
で
修
学
し
た
聖
職
者
で
、
彼
の
旅
行
の
見
聞
を
織
り
ま
ぜ
た
教
会
史
は
、

ノレ. 

プ
レ
ヴ
オ

(
k
p
-
F
H
μ
5
4
2
3
の
監
集
の
も
と
に
、

一
八
三
八
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て
、
十
三
冊
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
十
二

世
紀
は
じ
め
頃
の
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
社
会
に
つ
い
て
の
貴
重
な
記
述
を
提
供
し
て
く
れ
日
r

第
三
に
、
比
較
的
最
近
刊
行
さ
れ
た
非
常
に
便

利
な
史
料
集
に
『
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
諸
公
法
令
集
(
凶
町
内
定
ミ
号
句
入
山
内

H
S
R刊
号
、

N
S
号
ミ
ミ
ミ

hN抽出
h芯
(
ゆ
HH152γ
。同巾一ロ
L
。∞H
・)』

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ジ
ャ
ル
ト
出
身
の
マ
リ
l

・
フ
ォ
ル
ゥ

1

9向
田
氏
。

3
5
0
a
)
女
史
の
十
年
余
に
わ
た



る
O 

一
点
ご
と
に
綿
密
な
考
証
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
巻
末
に
は
ミ
ユ
ッ
セ
教
授
の
イ

γ
デ

ヅ

グ

ス

が

付

さ

れ

て

い

コ
γ
ケ
ス
ト
以
後
の
公
的
文
書
と
し
て
は
、
ド
リ
ー
ル
(
円
、
.
ロ
己
正
巾
)
と
ベ
ル
ジ
ェ
(
開
・
ロ

2
m日
)
共
編
の
『
ヘ
ン
リ

l
二
世
(
プ

る
辛
苦
の
結
晶
で
、

ラ
ジ
タ
ジ
ネ
ッ
ト
家
〉
法
令
集
(
同
町
内
定
札
N
h
N
S
与
え

E
号
同
S
ミ

L
1
h
ι
4
0
-
・

5
0ゆ
l
E
N
仏
・
)
』
が
著
名
で
、
利
用
価
値
も
高
い
。
以

上
の
刊
本
史
料
を
補
う
も
の
と
し
て
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館

3
5
Z
F
2
5
Z丘町
O
ロ
色
町
)
、
並
び
に
国
立
古
文
書
館
(
〉

5
E
Z∞

Z己
目
。

E
F印
)
、
及
び
カ

1
γ
市
の
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
古
文
書
館

(
K
F
R
E
4
2
門
古
口
弘
司
位
。
回
〉
に
保
管
さ
れ
て
い
る
諸
史
料
、
と
り
わ

け
各
修
道
院
記
録
集
、
並
び
に
多
く
の
地
方
的
個
別
研
究
か
ら
収
集
で
き
る
史
料
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
本
稿
の
典
拠
に
な
っ

て
い
る
。

注
(

1

)

井
上
泰
男
「
西
北
フ
ラ

γ
ス
の
『
ブ
ー
ル
』
に
つ
い
て
ー
ー
ー
そ
の
研

究
史
的
考
察
|
|
i
」
(
掘
米
庸
三
編
『
西
洋
中
世
世
界
の
展
開
』
、
七
三

・l
九
四
頁
、
一
九
七
三
、
東
大
出
版
会
)

(

2

)

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
領
史
に
つ
い
て
概
括
的
展
望
を
得
る
の
に
は
、
，
E

-
プ
リ
ヴ
ア
(
句
ユ
ぐ
え
)
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
地
方
史
叢
書

《
d
巳
4
0
H
田
品
。
]
印
可
H
田口口ぬ》
f
p

」
れ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
紹
介
「
地

域
史
と
比
較
史
|
|
西
洋
中
世
史
研
究
の
方
法
的
反
省
|
|
|
」
(
『
史
学

雑
誌
』
八
二
ノ
二
、
参
照
o
d

中

の

同

N.as.ミ
号

N
Q

弓
也
、
さ
S
h州
民
示

、叶
O
己

0
5
9
5
3・
が
便
利
で
あ
る
。
と
く
に
、

r
z
E田
忠
執
筆
の

百
章
、

Z
-
P
F
)出
回
み
執
筆
の

V
章
、
班
章
、
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の

章
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
ピ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ー
ィ
が
参
考
に
な
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

(

3

)

』い時吋可知句

h
a
s
-
S
〈

USHNhM唱
え
司
、
九
時
~
く
也
、
遺
品
抽
出
凡
な
(
略
称
、
吋
・

kr
・。

-
Zし
に
つ
い
て
、
ゾ
ェ
ネ
ス
タ
ル
は
、
フ
ィ
り
て
フ
・
ォ
i
ギ

ュ
ス
ト
が
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
征
服
後
間
も
な
く
こ
の
地
方
の
法
慣
習
な
確

定
し
、
法
典
と
し
て
編
纂
す
る
た
め
に
公
的
調
査
を
命
じ
た
結
果
で
き

た
も
の
と
、
長
い
間
考
え
ら
れ
て
き
た
、
が
、
タ
ル
デ
ィ
フ
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
一
方
で
あ
ら
ゆ
る
公
的
性
格
を
も
た
な
い
私
的
編
纂
事
業
で
あ

り
、
他
方
で
二
つ
の
異
っ
た
性
格
と
異
っ
た
時
期
の
法
源
か
ら
合
成
さ

れ
た
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
、

河
・
。
A

山口角川凹
g
r
h白時問、同国語、時司誌』
S
号、
hhNh司
、
ミ
円
切
な
旬
、
ね
し
て
師
、
h
hな

宮
、
N

Q

S
ミ
ミ
ミ
号
弓
突
き
さ
丸
町
内
祖
国
U
R
Y
H
2
0
u
同】・

5
・

(

4

)

同・
J
へ
〈
開
門

u
H
l
a
g
g丘
町
2
2
F
m吉
田
口
同
門
同
巾
]
田
口
O
三
ロ
ヨ
巾
仏
。

H
4
2
2
8門出叩《』
h
h
sミ
ミ

b
w
N
w
h司
令
九
九
還
な
丸
町
内
定
詰
MqHC印
N
U

匂
-
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P
世
ノ
ル
マ
シ
ヂ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

印
H
A
F
・

(
5
)
O
丘
O
H
K

〈
ぽ
曲
目
の
『
教
会
史
』
に
つ
い
て
は
、
現
在
ロ
ン
ド

γ
の

出
版
社
か
ら
冨
・
円

uzrEE
の
校
訂
・
練
訳
に
よ
る
新
版
戸
第
一
巻
、

一
九
六
九
年
〉
が
刊
行
巾
ー
で
あ
る
が
、
木
稿
で
は
も
っ
ぱ
ら
】
V
R〈
D
丘

版
に
依
拠
し
た
。

一
、
前
提
|
|
予
備
的
考
察
と
見
透
し

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
け
る
ブ
ー
ル
の
時
間
的
・
空
間
的
分
布
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

と
く
に
二
つ
の
点
に
お
い
て
、
予
備
的

な
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
c

そ
の
一
つ
は
、
ブ
l
ル
の
多
義
性
と
の
関
連
に
お
い
て
、

干
の
概
略
的
な
説
明
を
あ
た
え
て
お
く
ζ

と
、
他
の
ヤ
つ
ほ
、
史
料
操
作
の
問
題
と
も
関
連
す
る
が
、
ブ
ー
ル
、
ブ
ル
ガ
l
ジ
ュ
、
ブ
ル

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
領
史
の
諸
局
面
に
つ
い
て
若

ジ
弓
ア
と
い
っ
た
基
本
概
念
に
つ
い
て
、
多
少
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
お
く
こ
と
、
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
ブ
ー
ル
の
分
布
に
つ

~ 236~ 

い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
全
般
的
な
見
透
し
を
提
起
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

先
日
ず
第
一
巳
指
摘
し
た
い
の
は
、
政
治
的
目
軍
事
的
局
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ス
カ
シ
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
系
住
民
の
定
住
密
度
に
つ
い
て

は
、
第
1
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
セ
l
ヌ
下
流
と
海
岸
地
方
に
お
い
て
澗
密
で
る
り
、
こ
の
こ
と
は
公
領
の
政
治
的
統
一
の
問
題
と
密

(
出
'
可
HOHM-oE)
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ノ
ル
マ

γ
の
侵
λ
者
た
ち
の

公
領
史
の
諸
局
面

第
一
の
波
は
、

接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
。
か
つ
て

H
P
。ブヲ

γ
ト
ヮ

l

オ
ー
ト

お
そ
ら
く
東
・
ノ
ル
マ
ジ
デ
ィ
を
占
領
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
た
。

λ

・
サ
シ
プ
ル

ロ
ロ
が
シ
ャ
ル
ル
単
純
壬
か
ら
割
譲
さ
れ
た
領
土
の
範
囲
は
、 サ

γ
・
ク
レ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ル
・
エ
プ
テ
条
約

ハ
九
一
一
年
)
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
現
在
の
セ

1
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ
l
ム
県
と

ユ
?
ル
県
に
対
応
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
よ
り
も
軍
事
的
必
要
に
よ
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
ロ
ロ
は
海
岸
マ
ル
ク
の
防
衛



ー
ド
的

N

l

第1図 ノルマγディ公領の形成
(資料:Histoire de la Normandie， 1970.) 
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中
世
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

を
委
ね
ら
れ
た
ル
l
ア

γ
伯
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
パ
ス
・
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
の
ブ
サ
ソ
(
切

g
回目ロ〉、

コ
タ

γ
タ

γ

(の

o
g口
広
口
〉

ア
ヴ
ラ

γ
シ
ュ
(
〉
4H-5r巾
)
の
諸
地
方
は
、
九
三
三
年
、

フ
ラ
ン
ス
王
ラ
ウ
ー
ル
に
よ
っ
て
ギ
ヨ
l
ム
長
剣
公
に
「
北
海
の
川
口
に
位
置
す
る

ブ
ル
ト
シ
人
」
の
土
地
が
授
封
さ
れ
た
結
果
、
は
じ
め
て
公
領
に
結
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
十
世
紀
を
通
じ
て
侵
入

者
た
ち
の
第
二
の
波
(
そ
の
大
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
西
ノ
ル
マ
ジ
デ
ィ
ヘ
渡
来
し
た
ス
カ
ン
ジ
ナ
グ
ィ
ア
人
と
云
わ
れ
る
)
の
緩
漫
な

浸
透
が
経
続
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
公
領
の
東
西
両
部
分
の
不
協
和
音
は
十
一
世
紀
中
頃
ま
で
解
消
せ
ず
、
西
部
の
反
乱
、
デ
ィ

l

ヴ

(
E
2
)
川
以
西
の
司
教
管
区
に
お
け
る
教
会
組
織
の
危
機
が
見
ら
れ
た
U

さ
ら
に
ロ
ア

I
ル
川
流
域
へ
の
出
口
で
あ
る
西
南
部
国
境

リ
シ
ャ

1
ル
二
世
の
時
代
に
も
不
安
定
で
あ
っ
た
。
ル
マ
リ
ニ
エ

Q
・l
司
-
F
O自
由
巳

m
三
2
〉
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

地
帯
は
、

ノ
ノレ

マ
ソ
デ
ィ
公
の
権
力
の
確
立
は
、

ブ
ル
ト

γ
人
や
ル
マ
ン
人
に
対
す
る
軍
事
的
配
慮
か
ら
形
成
さ
れ
た
冨
C
H
S
古
や
出
色
。
B
ゅ
な
ど

(
3
)

マ

ル

ク

の
公
領
西
南
部
の
辺
境
領
の
存
在
に
負
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
辺
境
領
は
緊
密
に
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
の
後
見
権
に
服
し
て
い
た
。
ノ
ル

こ
の
よ
う
な
辺
境
領
の
組
織
化
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
比
較
的
短
期
間
の
う
ち

マ
シ
デ
ィ
の
城
砦
ブ
ー
ル
の
発
展
は
、

-238-

7乃，
，~ 、

ル
ー
ア
ン
伯
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
公
は
、
広
大
な
ブ
ラ
シ

γ
ポ

I
テ
の
統
一
的
支
配
者
と
し
て
、
お
そ
ら
く
は
大
き
な

カ
ロ
リ

γ
グ
王
権
の
遺
産
を
継
承
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
政
治
権
力
や
裁
判
権
の
広
汎
な
分
散
、
慣
習
法
の
地
方
的
個

こ
こ
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
で
は
兵
例
と
も
い
え
る
中
央
集
権
的
支
配
体
制
が

断
絶
な
し
に
、

別
化
と
い
っ
た
封
建
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
ー
キ
ー
的
状
況
の
中
で
、

確
立
さ
れ
る
。
高
次
元
に
お
け
る
裁
判
権
の
集
中
、

γ
ャ
テ
ル
ニ

I
的
権
力
組
織
の
欠
落
、
な
ど
に
表
象
さ
れ
る
強
力
な
領
域
的
支
配
の

確
立
|
|
そ
れ
は
ギ
ヨ

I
ム
庶
子
公
(
征
服
王
)
の
治
下
で
完
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
統
一
的
な
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
慣
習
法
が
結
晶
化
さ
れ
た
の

も
一
一
世
紀
半
ば
す
ぎ
(
一

O
四
八
J
四
九
i
一
O
七
八
J
九

O
)
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
「
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
慣
習
法
の
統
一
は
、

領
域
的
統
一
に
対
応
す
る
権
力
の
統
一
」
(
ル
マ
リ
ニ
エ
〉
を
表
現
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。



第
二
に
社
会
U

経
済
的
局
面
に
つ
い
て
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
領
の
特
徴
的
な
社
会
構
造
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
農
奴
制
の
欠

落
と
、
各
種
の
社
会
層
に
よ
る
多
一
様
な
土
地
保
有
制
の
存
続
が
あ
む
フ
ラ
ン
ク
時
代
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、

主
制
に
つ
い
て
本
格
的
な
研
究
を
行
っ
た
L
・
ミ
ユ
ツ
セ

P
-
Z
Z回
目
立
)
の
論
お

rよ
れ
ば
、

こ
の
地
方
の
荘
園
領

イ
ル
ミ
ノ

γ
修
道
院
長
資
財
帳
♀
。
守

』
V

令
室
句
、
や
さ
言
。
芯
)
で
有
名
な
コ
ル
ボ

γ
地
方
の
よ
う
な
分
散
所
領
は
、
特
殊
な
例
外
的
ケ

1
ス
で
あ
り
、

九
世
紀
の
史
料
は
、
村
一
落

と
荘
園
の
不
一
致
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
同
一
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
荘
園
制
は
、
。
ノ、

の
侵
入
に
よ
っ
て
、

主
制
は
恒
常
的
に
維
持
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

リ
盆
地
の
北
・
東
・
中
央
部
の
平
野
を
支
配
し
て
い
た
古
典
荘
園
制
の
西
の
辺
境
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
o

し
か
も
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
所
領
の
多
く
は
そ
の
所
有
者
が
変
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
フ
ラ
ン
ク
的
1
古
典
的
土
地
領

イ
1
ル
・
ド
・
P

ブ
ラ
シ
ス
で
は
「
九
世
紀
い
ら
い
、

か
つ
て
二

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て
い
た
マ

γ
ス
は
、
単
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
農
奴
的
保
有
地
(
芯
ロ
ロ

5
8
2出
ろ
に
混
同
さ
れ
て

い
っ
た
一
(
ベ
ラ
ソ
)
の
に
、

一239-

ノ
ル
マ
ジ
デ
ィ
で
は
、
(
(
丘
ロ
回
目

Emg))((roE品
g))((〈
雪
印
田
由
。
弘
2))
と
い
っ
た
各
種
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

保
有
地
が
、
十
二
世
紀
に
お
い
て
も
そ
の
古
い
相
異
を
残
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
農
村
領
主
制
の
発
展
は
、
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
と
(
小
〉

7

ラ
ン
ス
と
で
は
十
世
紀
ま
で
は
一
致
し
て
い
た
。

し
か
し
、

こ
の
時
期
を
す
ぎ
る
と
、
「
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
は
そ
の
古
い
状
態
を
凍
結
し

フ
ラ

γ
ス
の
領
主
制
は
急
速
に
変
化
し
た
」
?
、
ュ
ッ
セ
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ノ
ル
マ
シ
人
の
侵
入
の
影
響
は
、

地
の
農
村
領
主
制
の
変
化
か
ら
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
を
脱
落
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
時
代
お
く
れ
の
農
業
構
造
の
形
態
を
維
持
せ

と
い
う
逆
説
的
な
現
象
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
こ
の
現
象
は
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
古
典
荘
園
制
の
再
導
入
と
い

た
の
に
、

パ
リ
盈

し
め
る
、

う
形
で
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
社
会
の
再
建
が
行
わ
れ
た
と
い
う
仮
説
を
認
め
る
の
で
な
け
れ
ば
、
容
易
に
説
明
が
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

勺
な
お
、
十
一
・
二
放
紀
の
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
お
け
る
都
市
H

農
村
関
係
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
と
、
貨
幣
や
市
場
が
農
村
経
済
に

北
大
文
学
部
組
要



ル
マ
三
ア
ィ
に
お
け
る
マ
ブ
;
ル
恥
の
分
布
と
そ
の
窓
畿

設
透
す
る
一
方
で
、

の
中
に
は
農
村
か
ら
の
流
出
者
が
見
ら
れ
、
主
要
都
市
で
も
十

Vこ

て
い
た
。
多

に51
特も
色特
的権
な的
ここ コJ::

と集
は落
と
十し
ーで
世の
紀ブ
治ミ 1 
ltノ

カミ

の
双
方
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ブ
ラ

γ
ス
の
他
の

じ
め
ま

る
ブ

i
ル
の

ノ
ル
マ

γ
Jア
ィ

の
一
側
題
な

て
お
り
、

と
り
わ
け
都
市
郊
外
プ
ー
ル
と
農
村
ブ
ー
ル
の
大
部
分
が
修
道
援
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
ロ
P

の

洗
礼
は
費
、
東
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
か
ら
密
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
ヘ
徐
々

(
日
山
}

b
t仇

A
ノ
0

て
い
っ

の
再
興
の

と
る
こ
と
が
で
き

第
三
に
土
地
制
撲
の

に
つ
い
J
1
0

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
領
は
土
婚
の
構
成
に
つ
い
て
は
決
し
て
均
一
的

な
く
、
開
放
耕
地
帯
の

ル
マ

γ
Jア
ィ
の 法
統
的
に
爵
い
こ
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
山
林
部
が
併
存
し
て
い
る
。

p
・
ブ
ザ
ー
ー
ネ

ル
ー
プ

γ
地
方
の
開
放
耕
権
利
問
、
コ
タ
シ
タ
シ
お

c
g三
宮
〉
、

ポ
カ
?
ジ
ユ

の
謹
木
林
地
帯
、
そ
し
℃
コ
l
地
方
の
樹
い
こ
ま
れ
た
小
地
片
と
開
放
務

M
W
H
J
H

ロ巾同〉

よ

ノ

カ
:
ソ

ブ
サ

γ
ハ
出
母
国
曲
目
ロ
)
、

-"" "、

一240-

ハ∞
cn出
m山
昂
)
、

オ

i
ジ
プ
地
方
(
吉
宮

カ
ー
ジ
品

地
の
結
合
し
た
パ
ズ
ル
地
帯
、
に
大
混
ざ

の
集
村
定
稔
と
細
長
い
地
条

西
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
限
っ
て
み
て
も
、
閣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ヵ

i
ン
平
野
部

凡
そ
二
五

O
米
〉
が
整
然
と
耕
灰
一
念
編
成
す
る
開
設
耕
地
穫
と
、
小
問
問
謂
又
は
大
間
隔
の
規
制
則
的

ボ
カ
l
ジ
ュ
地
帯

に
牧
地
、

に
放
牧
地
と
し
℃
料
利
用
さ
れ
、
耕
地
片
の

は
読
者
は
一
五

O
米
以
下
、

+ι
志
す
ア
〕
十
品

、

9
3
t
i

が
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
る
。
と
は

ボ
カ
I
ジ
ュ
地
携
に
も
小
開
放

耕
地
の
飛
び
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
土
地
制
度
は
現
代
の

の
で
あ

っ
て
、

の
分
布
醤
を
ア
プ
予
介
リ
に
そ
の
ま
ま
山
中
世
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
は
危
段
で
あ
る
。
ま
た
、

ブ
ラ
ソ
ス
の
誌
の
ボ
カ

i
ジ
ュ
地
方
を
対
象
と
す
る
、
る
ら
ゆ

」
こ
に
適
用
す
る

で
ι
め
る
。

R
Zブ
ト
ヮ

I
シ

〈

M
N
-
F
2
c
c
n
r
m〉
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中
世
ノ
ル
マ
γ
テ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
I
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

b土

メ
l
ヌ
地
方
や
オ

l
ト
・
ブ
ル
タ

l
-一
ュ
で
は
古
典
的
荘
園
構
成
は
欠
落
し
て
お
り
、

ブ
ラ
ソ
ク
時
代
の
ヴ
ィ
ラ
は
メ

l
ヌ
地
方
で

必
せ
い
ぜ
い
八

1
九
名
の
奴
隷

(
5
8ロ
目
立
山
)
、
ブ
ル
タ

l
ニ
ュ
で
は
二
J
三
家
族
の
保
有
農
の
労
働
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
規
模
の
も

の
に

F
ぎ
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
十
一
世
紀
の
農
業
ル
ネ
サ
ン
ス
に
し
て
も
、
フ
ラ
γ
ス
北
西
部
で
は
北
東

部
と
は
異
な
り
、
過
去
と
は
全
く
関
係
の
な
い
「
創
造
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
森
林
や
荒
地
を
き
り
ひ
ら
い
て
小
家
族
経
営
(
家
・
野
菜

畑
・
若
干
の
耕
地
・
固
い
こ
ま
れ
た
牧
地
・
森
林
原
野
の
用
益
権
)
を
成
立
さ
せ
、
集
落
形
態
は
散
居
定
住
か
、
あ
る
い
は
「
ブ

l
ル」

の
名
で
知
ら
れ
る
小
集
落
(
小
教
区
中
心
集
落
)
の
形
を
と
っ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
o

し
か
し
、
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
で
は
、
セ

I
ヌ
流
域

の
ガ
ロ

l
ロ
l
マ
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
時
に
は
四
八

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
の
ぼ
っ
た
古
典
的
大
荘
園
は
別
と

し
て
ヲ
も
、

西
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
ボ
カ

l
ジ
ュ
で
さ
え
、

Q
b
n
u刊
(
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
、

オ
ル
ヌ
川
流
域
)
の
ヴ
ィ
ラ
の
よ
う
に
、

-
Rマ

γ
ス
て
い
ど
の
小
規
模
な
荘
園
で
あ
っ
て
も
、
ラ
ト
ゥ

1
シ
ュ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
他
の
地
方
の
ヴ
ィ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
同
日
に
論

(
臼
)

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る
農
業
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
創
出
さ
れ
た
小
集
落
に
し
て
も
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
ボ
カ

l
ジ
ュ
地
方
で

一242-

は
、
そ
れ
は
一
、
般
に
開
墾
者
の
名
前
に
み
ヨ
又
は

R
U

既
存
の
核
の
「
附
属

の
語
尾
を
付
し
た
ア
モ

l
(
E
B
8
5
n
)
で
あ
っ
て
、

集
落
」
と
い
う
性
格
を
も
っ
初
期
開
墾
時
代
の
農
村
ブ
ー
ル
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
い
て

特
色
的
な
こ
と
は
、
九
J
十
一
世
紀
に
お
け
る
ヴ
ィ
ラ
の
分
解
傾
向
と
、
あ
ら
た
な
集
合
傾
向
が
同
時
的
に
進
行
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
北
フ
一
プ
ソ
ス
に
つ
い
て
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
領
主
直
領
地
は
ひ
た
す
ら
崩
壊
の
過
程
を
た
ど

る
こ
と
な
く
、
時
に
は
荘
園
全
体
の
三
分
の
一
な
い
し
四
分
の
一
と
い
っ
た
大
規
模
な
直
営
地
が
、

と
り
わ
け
宗
教
団
体
(
シ
ト

l
修
道

会
の
グ
ラ
ソ
ジ
ュ

m
gロ
唱
が
典
型
)
の
手
中
に
残
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、

R
・
カ
ラ
ピ

l
(岡
山

-
n
R国
広
叩
〉
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

世
襲
借
地

Q
2
5叩
旬
。
G
C
Z叩ロ巾〉

や
定
期
惜
地

Q
2
B
o
g
s
E巾〉

乙
い
う
土
地
貸
与
の
契
約
的
形
態
が
、
封
建
ブ
ラ
シ
ス
の
ど
こ



ハ
日
出
)

よ
り
も
早
く
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
概
観
し
て
き
た
よ
う
な
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
領
の
確
立
過
程
の
諸
局
面
は
、
ブ
ー
ル
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、

そ
の
分
布
の
も
つ
意

味
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
小
限
必
要
な
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

(2) 

「ブ

I
ル
」
の
概
念
と
性
格

先
ず
、
ラ
テ

γ
史
料
で
(
(
百
昂

5))
又
は

((σEmzg))
と
よ
ば
れ
る
集
落
が
、
古
い
定
住
中
心
で
あ
っ
た

51吉
田
や

L
E
と
基
本

的
に
対
置
さ
れ
る
べ
き
二
次
的
定
住
地
ょ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【
史
料
1】

(
(
H
Z
E
ρ
5仏
H
E
r
m
g
E日
仏
ロ
巾
ロ
戸
田
岡
山
口
紅
門
口

O三
門
戸
包

S
g
B
A三
巴
門
官
間
口

g
E
E
2
E
5
宮
町

mmロ
g
B
B
Z
B
ι
2
0
B
2
5ロ
日

(
日
)

H
N
0
5
0
5
a
H
ρ
Eロ
官
。

F
E
z
-
i
g
H
m
B
E
ρ
Eロ
占
戸
内
庁
『
口
吋
問

0・))わ
Z
E子

HH主
qH.ミ
号

勾

室

内
3
・

【
史
料

2
M
(
(
:
:
J
2
8ロ
S
E
S氏
。
旨
巳

ω
広
口
巾
g
g
s
z
r
c
g口
g
y
m
g
ω
司

c
g
g氏
自
白

ω
凹
戸
田
回
、
片
山

5
2
n
-
2
2
2
K
E
A
5
5
m白
2
F円。
r
2
5

0
B
E
r
g
r
r
m片付え
F
E
E
-
ω
U
2
5
g
g
g口白
5
5
2
5
m口
伝
口

2
5
r日間
S
E
i
-
-
r
E
r
o凹
8

2
立
gow--::門
2
8
E
2
}冨
r
S
E
i
-
-
)
)

〔口
V

ロ∞印¥∞
UW
ヘ
山
町
同
町
的
内
同
町
民
室
、
民

Lq・

門
史
料
3】

(
(
:
:
J
Z
仏

0
5
5
2
Y目

g
g
rロ
g
Zご

a
U
〈

H
-
z
p
q
pご
凹

H
E
R
B
《

H
O
B
E
巾
守

ω
E
r
R伺
O
W
A引己

z
i
i
S
F
r
a
-門口
0
5巳‘

(
阻
)

ESu--::))
叫

J

b
・円

U-RWg-u・
s-
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史
料
1
は
十
二
世
紀
中
頃
、

プ
ラ

γ
タ
ジ
ネ
ッ
ト
家
の
ヘ
ソ
リ

l
二
世
に
よ
っ
て
、
ル

l
ア
γ
市
に
与
え
ら
れ
た
特
許
状
の
一
節
で
あ

ル
1
ア
ン
の
十
人
の
市
民
ー
ー
そ
の
う
ち
五
人
は
キ

1
ウ
ィ
タ

l
ス
に
、
五
人
は
ブ
ル
グ
ス
に
居
住
す
る
|
|
の
保
証
の

し
か
も
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
が

る
。
大
意
は
、

も
と
に
や
と
わ
れ
た
決
闘
者
で
あ
る
場
合
、
そ
の
者
に
対
し
て
仏

5日
E
B
(法
廷
決
闘
が
約
束
さ
れ
て
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
o

か
く
し
て
、

故
に
罰
金
を
課
す
る
権
利
)
は
、

γ
は
あ
き
ら
か
に
二
つ
の
部
分
、
す
な
わ
ち
シ
テ
と
ブ
ー
ル
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。

い
か
な
る
者
に
も
属
さ
な
い
、

十
二
世
紀
に
お
い
て
、

ル

I
ア

北
大
文
学
部
紀
要



中
世
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

史
料
2
は
同
じ
く
ヘ
ン
リ

1
二
世
に
よ
っ
て
、

シ
ェ
ル
ブ

I
ル
(
(
U
Z
H
げ
。
包
括
)
の

Z
O可巾
i
ロ
白
ヨ
巾

12l〈。
2
修
道
院
に
対
し
て
な

さ
れ
た
各
種
の
寄
進
の
確
認
状
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
「
法
令
集
』
に
ふ
く
ま
れ
℃
い
る
の
で
、
年
代
は
一
一
八
五

J
八
九
年
と

確
定
さ
れ
て
い
る
。
大
意
は
、
同
宗
団
教
会
員
は
、
王
の
領
地
に
関
し
て
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
グ
ス
に
お
い
て
で
あ
れ
、
ヴ
ィ
ラ
に
お
い

て
で
る
れ
、
森
林
・
原
野
に
お
い
て
で
あ
れ
:
:
:
彼
ら
の
保
有
地
や
正
当
な
所
有
地
を
す
べ
て
、
聖
俗
の
別
を
問
わ
ず
、
完
全
な
自
由
と

と
も
に
保
有
し
、
所
有
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、
あ
き
ら
か
に
ブ
ル
グ
ス
と
ヴ
ィ
ラ
の
ア
ン
チ
・
テ

1
ゼ
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
逃
亡
者
に
つ
い
て

(
U
O
甲ピ
m
E
4
Uど
か
ら
引
用
し

く
だ

た
も
の
で
、
史
料
の
作
製
年
代
は
十
二
位
紀
末
な
い
し
十
三
世
紀
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
o

逃
亡
者
の
苛
酷
な
運
命
に
つ
い
て
述
べ
た
条
り

で
、
そ
の
者
の
家
は
、
そ
れ
が
ヴ
ィ
ラ
の
中
に
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
家
が
ブ
ル
グ
ス
に
、
も
し
く
は
キ

l
ウ
ィ
タ

I
ス
の
中

に
あ
ろ
う
と
、
焼
き
払
わ
れ
る
の
、
が
提
で
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
こ
の
史
料
は
一
般
的
に
、
ブ
ー
ル
と
キ
ヴ
ィ

タ
ス
・
ヴ
ィ
ラ
と
の
区
別
を
示
し
て
お
り
、
史
料

1
・
2
と
と
も
に
、
0

ア
ー
ル
が
古
い
定
住
地
と
対
置
さ
れ
る
独
自
的
な
集
落
で
あ
っ
た

史
料

3
は

h
司
出
、

r
k宮
内
ぎ
NOvミ
ミ
ミ
認
可
号

h
qミ
ミ
さ
え
な
の
三
七
章
、

244-

」
と
を
確
認
で
き
よ
う
ヤ

次
に
こ
の
ブ
ー
ル
の
住
民
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
そ
の
保
有
地
(
ブ
ル
ガ

l
ジ
エ
が
、
他
の
集
落
の
住
民
や
他
の
保
有
地
と
区

別
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

【
史
料
4
】
(
(
ゲ
旬
。
ュ
Z
E
Z
H
h
g片
足
回
目
山
え
い
巳
H
Z
8
5
5
2門医
5
5
宮
E
3
5ロ
2
2
2
5
5
2
z
p
Z
H問。
g
U
5
H間口二
u
三四
g
由。
s
w
E由江口口問

2
H
O
〈巾門田口凹

H
a
Z
2百
二
E
2
5
0ロ
凹
山
口
D
ロ由巳四円ロ仏口同
)mwR5
ロD
ロ何回口
E
ι
=・
日
-
Z
O口町四
D
L
戸
B
-
2
5
9
5口
問
。
吋
官
三
2
5・
ρ
戸
内
山
色
仏
O
B
U古
B

ロ
ロ
口
町
勺
句
江
口
巾
ご
口
叩
凸
ゲ
白
g
z
m
M】
mユ
ユ
叩
三
C
円
・
〈
ミ
ー
説
明
。
円
山
田

z
z
-
2
5
Zロ叩
H
H
M

叩ロ
Z
5
2
r戸同問。口口円
mw
山戸
H
g
n
oロ
回
見
込
E
出
口
OBH}向洋門戸。匂白立。ロ
E
H・))



(
四
)

吋
-
h
・
。
・
見
-wg℃・∞-

【
史
料

5】

(
(
3
3
5
-
-
2
2
g日
仏
在
昨
日

Z
H
a
F
B
Z
』
戸
田
口
己
]
回
目

2
m
g島田
B
H】
2
2三
仏
G
E
E
-
z
n
]同
B
R
0・己

S
〈回目印
D

吋目。

2
0
Bロ門戸同]山田

(
却
V

Z
口角川
5
8
g
w
R
E口叩仲間吋自巾『
g仏
ω!
日巾♂

8
5阻止
9-Hr巾円印同巾同凶作ヨ巾同
H
Z
Z
2
Z
B
団
四

3!日-
u
w
z
r
o
L戸
m
u・
2
r
E叶間一
ω
向山田・))句弐喝さお
R
N
U

口同七
-

M
品・

史
料
4
は
史
料
3
と
同
じ

T

・A
・
c
-
Nの
八
章
「
同
胞
の
身
分
に
つ
い
て

(
ロ
叩
匂
O
江
戸
。
ロ
巾
昨
日
同
2
5
)」
の
一
節
と
五
節
を
引
用

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に

((ZH哲
ロ
田
町
)
)
は
(
(
ヨ
ロ
g))
及
び

(
(
H
5
2
2印
)
)
か
ら
区
別
さ
れ
る
独
自
の
身
分
で

ま
た
(
(
ゲ
日
常
E
E
)
)
は、

((S4白血凹
OHT凶
)
)
及
び

(
(
E
E
S
8
5
5
3吉
田
)
)
か
ら
区
別
さ
れ
る
独
自
の
保
有
地
で
あ
る
こ
と
が

あ
り
、

h
ぬ

vEssbhN同
h
町也守

S
ミ
ミ
ミ
お
き
た
町
の
二
四
章
「
諸
身
分
に
つ
い
て

切

OH色
。
巳
σ
5
)」
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
保
有
地

((EHm白
区
匂
は
、

(
(
S
4
5。
号
))w((FB巾
pop-2))u((ロ
2
8
母
))w

確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
史
料
5
は
十
三
世
紀
半
ば
の

(
U
O
 

い
し
(
(
出
口
E))
と
よ
ば
れ
る
土
地
の
賃
貸
借
宇
田
口
妙
同
2
B
O
)
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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(
9
5
2白同
3
8
M巾
己
主
巾
口
広
自
由
2
4日
出
)
)
及
び
(
(
ゲ
。
邑
田
区
間
)
)
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
(
(
骨
目
。
)
)
な

本
稿
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
プ
ル
ガ

l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
法
的
条
件
に
つ
い
て
立
入
っ
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

、、、、、
L
カ

ブ
ー
ル
の
分
布
の
時
代
的
下
限
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
、

ブ
ー
ル
の
住
民
た
る
(
(
ゲ
日
常
ロ
回
目
印
)
)
と
キ
ヴ
ィ
タ
ス
目
シ
テ
の
住
民

固
有
の
意
味
で
の
ブ
l
ル
の
建
設
文
書
は
な
い
た
め
に
、

ゲロ
H
m
刷ゆロ回目印

た
る
(
(
丘
三
田
)
)

の
融
合
化
の
時
点
は
問
題
に
な
る
。
何
故
な
ら
、

や

E
H
m
a
Z
B
の
存
在
か
ら
げ
日
m
g
の
存
在
を
類
推
す
る
ケ

l
ス
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る

o
こ
の
点
に
関
し
て
、

R
-
ジ
ェ
ネ

ス
タ
ル
は
、

E
H
m叩
5
2
と
い
う
呼
称
が
古
い
シ
テ
の
住
民
に
拡
大
さ
れ
る
傾
向
は
早
く
も
十
二
世
紀
の
中
頃
に

と
信
じ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
い
官
し
か
し
、
そ
の
史
料
的
根
拠
は
明
確
で
は
な
く
、
た
と
え
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
と

ル
1
ア
ン
の
ケ
l
ス
を
一
般
化
で
き
な
い
こ
と
は
、
前
掲
の
諸
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
と
く
に
史
料
5
の
作
製
年
代
か
ら

ル
l
ア

γ
に
つ
い
て
、

は
じ
ま
る
、

し
て
も
、北大

文
学
部
紀
要



中
世
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

判
断
し
て
、
少
く
も
十
一
二
位
紀
中
頃
ま
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
身
分
や
や
フ
ル
ガ
l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
独
自
性
は
、
テ
リ
ト
l
リ
ア
ル
な
意
味

で
の
ブ

I
ル
の
存
在
と
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
て
レ
オ
ナ
l
ル

(
H
W
・

c-FArs邑
)
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
ブ
ー
ル
の
存
在
と
き
り
は
な
し
て
、

に
依
拠
し
て
、

早
く
も
十
二
世
紀
前
半
に
、

一
つ
の
「
社
会
的
階

C
E
-
2山
口
〈
広
田
-

層
」
と
見
な
そ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
σ日
常
沼
田
町
田
と
い
う
言
葉
の
い
く
つ
か
の
例
は
、
ゲ
ロ
括
ロ
ヨ
内
の
居
住
と
い
う
意
義
や
、
商
人

的
職
業
と
い
う
意
義
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
都
市

!
lそ
し
て
ま
た
村
落

l
Jの
住
民
、
と
り
わ
け
名
望
家
的
住
民
の
意
味
を
あ
た
え

る
」
と
v

し
か
し
、
多
く
の
史
料
か
ら
、
引
用
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ケ

l
ス
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
ブ
ー
ル
の
共
存
の
事
実

を
確
認
し
た
ミ
ユ
ッ
セ
は
、
こ
の
よ
う
な
レ
オ
ナ

1
ル
説
を
否
定
し
た
。
そ
の
立
場
は
、
ブ
ル
ゴ
l
ニ
ュ
に
つ
い
て
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
い

う
言
葉
は
や
が
て
相
対
的
に
高
い
地
位
を
黙
示
的
に
ふ
く
む
よ
う
な
あ
ら
た
な
意
味
を
か
く
と
く
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

ド
ュ
ピ
イ
(
の
・
ロ
ロ
寸
可
〉
説
を
批
判
し
た
リ

γ
ャ

l
ル
己
・

て
、
早
く
も
十
二
世
紀
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
、

(
M
)
 

の
立
場
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一246-

閉山山口一「田一円円同)

た
だ
概
し
て
都
市
的
ブ
ー
ル
の
住
民
は
領
主
に
対
し
て
事
実
上
賃
租
(
ロ

g由
)
の

支
払
い
以
外
に
人
的
性
格
の
貢
租
義
務
を
負
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
反
し
、
農
村
的
ブ
ー
ル
の
住
民
は
ま
だ
賦
役
の
義
務
に
服
し
て
い
た

一
般
に
ブ
ー
ル
の
都
市
的
機
能
と
農
村
的
機
能
の
分
界
線
は
定
か
で
は
な
く
、

市
的
・
半
農
村
的
と
も
云
う
べ
き
集
落
が
多
か
っ
た
。

と
く
に
修
道
院
や
域
を
核
と
す
る
ブ
l
ル
は
、
・
半
都

こ
と
、
ま
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
と
高
級
裁
判
領
主
の
み
が
都
市
的
ブ
ー
ル
の
属
性
で
あ
る
「
パ

γ
領
域
(
宮
ロ
ロ

2
)」
の
特
権
を
あ
た
え
る

(
お
)

を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ま
た
ブ
l
ル
の
規
模
も
数
軒
の
家
か
ら
な
る
も
の
か
ら
、
真
の
都
市
的
集
落
と
云
え
る
も

こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

の
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

ω丘
三
l
H
W
2
。
己
同
ハ
オ
ル
ヌ
県
、
戸
田
出
足
ふ
l

F

巾
田
口
己
地
区
〉

の
修
道
院
ブ
ー
ル
の
場
合

は、

o
E巾
江
口
〈
止
と
の
『
教
会
史
』
に
よ
れ
ば
、

一
一
三
六
年
に
最
小
限
八
四
戸
の
住
居
を
数
え
た
(
何
故
な
ら
盗
賊
の
群
に
よ
る
放



ハ
日
脚
〕

火
で
住
居
数
は
減
少
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
)
。
ま
た
農
村
ブ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
一
二
九
一
年
の
ル
l
ア

γ
の

P
E
7
0
5ロ
の
ご
ミ
な

に
よ
っ
て
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

川

w
F
E同
l
U
5
2
1
p
m
l
H凶
ou

人

S
Kミ
司
令
(
「
陪
審
員
記
録
」
)

(
ユ
l
ル
県
、
〉
B
骨

2
巴
叩
地
区
〉
の
ブ

i
ル
。
こ
こ
で
は
八
四
人
の
ブ
ル
ガ

1
ジ
ュ
土
地
保
有
農
が
確
認
さ
れ
る
。
削

ω弘
己
I
呂田同片山口
l

母印
l
回
0
2
ハ
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
、
回

5
2
2巳巾
1
2
7
T丘
町
地
区
)
の
ブ
l
ル
。
こ
こ
に
は
少
く
も
十
世
紀
末
い
ら
い
ル
l
ア
ン
の

ω戸山口同
l
C
5ロ
修
道
院
の
ヴ
ィ
ラ
が
存
在
し
℃
い
た
が
、
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

一
八
の

4
巴日開吉田

m
g
保
有
地

(
N
2
2
5田
〉
と
八
の

Z
H仏国
m
g
保
有
地
(
約
。
・

ω
2
3印
〉

と

並

ん

で

、

し

た

が

っ

て

全

体

と

し

て
約
九
ア
l
グ
ル
)
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
ブ
l
ル
の
規
模
を
推
定
で
き
る
o

な
お
、
こ
の
う
ち
四
ブ
ル
ガ

I
ジ
ュ
は
二
人
の
保
有
農
に

よ
っ
て
、
逆
に
二
ブ
ル
ガ

l
ジ
ュ
は
二
人
以
上
の
保
有
農
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
。
伸
一
F

H
同町巾凹
l

E
同l
k
F
ロ
仏
巾
ロ
ゆ
(
ユ

i
ル
県
、

2
2弓
l

一
八
の

gcH官
m
g
保
有
地
(
そ
れ
ぞ
れ
半
ア

I
グ
ル
、

ジ
ュ
保
有
地
が
あ
り
、
そ
れ
は
三
六
人
の
保
有
農
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
た

を
も
保
有
す
る
〉
o

な
お
、
こ
の
場
合
の
プ
ル
ガ
l
ジ
ュ
保
有
地
の
面
積
は
不
明
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
数
値
か
ら
、

9

ア
ー
ル
の
規
模
に
つ
い
て
の
お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
は
吃
き
る
が
、
個
々
の
集
落
の
規
模
と
経
済
的
機
能
か
ら
、
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
・
ブ
ー
ル
の
全
体
に
つ
い
て
、
都
市
的
集
落
と
農
村
的
集
落
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
、
史
料
の
現
存
状
況
か
ら
い
っ
て
も

(
こ
の
う
ち
一
一
ご
名
は
同
時
に

(
自
戸
田
口
同
自
己
戸
田
山
口
町
田
)
)

-247-

E
H
l
k
r
ロ常一
-
F
地
区
)
の
ブ
ー
ル
。

こ
の
地
区
に
も
、
多
く
の
ヴ
ィ
ラ
の
住
民
の

(
(
5
2
5
2
J
L口
氏
ロ

g))
の
他
に
、
四
四
の
ブ
ル
ガ
l

き
わ
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
る
。

L
・
ミ
ユ

y

セ
の
研
究
に
依
拠
し
て
、
十
一
・
十
二
・
十
三
世
紀
の

史
料
で
そ
れ
ぞ
れ
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
る
ブ
ー
ル
の
全
体
的
分
布
状
況
を
図
示
(
第
3
図
)
す
る
と
と
も
に
、
リ
ス
グ
を
冒
す
こ
と
を
覚

こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
以
上
の
よ
う
な
前
提
条
件
の
も
と
に
、

悟
の
う
え
で
、
都
市
的
ブ
ー
ル
と
農
村
的
ブ
ー
ル
を
オ

1
ト
・
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
と
パ
ス
・
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
つ
い
て
世
紀
別
に
、

い
ち
お

北
大
文
学
部
紀
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第3図 ノルマシデイにおけるプールの分布
(資料:L. Musset， ((Cahiers de Civilisation Medievals))， IX， 1966.) 
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H.N:オート・ノノレマ γディ

(セーヌ・マリティーム県，ユーノレ県〉

B. N:パス・ノノレマンディ

(カノレヴァドス県，マ γシュ県，オノレヌ県〕

B.R:農村ブーノレ

I H. N. (B. R.) I B. N. (B. R.) I 言十 (B. R.) 

11 世 市己 18 (12) 29 (15) 47 (27) 

12 1lJ: 京己 18 ( 2) 27 (18) 45 (20) 

13 世一 市己 19 ( 8) 29 (12) 48 (20) 

メp斗 3十 55 85 140 (67) 

d. Semil1y c. St.-Martin des B. b. Perriers-sur-Andelle a. Douvrend 

ー白
4
v
N
1

6. Montivil1iers 5. Fecamp 

10. St.-Evroult 

4. Le Bec-Hellouin 3. St. Vigor 2. Trun 1. Argences 

11.Au妊ay9. Castil10n (Conches) 8. Preaux 7. Le Mont St.-Michel 

16. Lyre 15. Cormeil1es 14. Bernay 13. Beaumont-le-Roger 12. St.-羽Tandril1e

21. Mezidon 20. Lessay 19. Montebourg 18. St.-Sever 17. St.-Pierre-sur-Dives 

27. St.-James 26. Pontorson 25. St.-Hilaire 24. Teil1eur 23. Jumieges 22. Plessis-Grimoult 

32. St.-Jean le Thomas 31. Nonancourt 30. Til1i缶四29. Verneuil 28. Moulins-la-Marche 

38. Rouvrou 37. Etouvy 36. Carpiquet 35. Varavil1 34.恥1arigny33. Argenchy 

43. Vire 

48. Ecouche 

42. L'Epinay-le-Comte 

47. Conde-sur-Noireau 

41. Le Touchet 

46. Carrouges 

40. La Ferte-Mace 

45. St.-Symphorien 

39. Savigny 

44. Domfront 

今~+<釈が治思陳



中
世
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

う
の
分
類
を
行
っ
て
み
た
。
統
計
表
の
(

(
鈴
〉

〉
内
数
値
は
農
村
ブ

1
ル
の
数
を
示
し
て
い
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
世
紀
別
の
分
布

は
、
そ
の
ブ
I
ル
が
史
料
に
初
出
す
る
年
代
を
基
準
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ブ

l
ル
の
建
設
年
代
(
多
く
の
場
合
不
明
)
全
基

準
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
統
計
表
に
一
部
さ
れ
て
い
る
ブ
ー
ル
と
農
村
ブ
ー
ル
の
数
値
に
し
て
も
、
決
し
て
絶
対
的
な
も
の
で

は
な
く
、
い
わ
ば
一
ー
近
似
値
」
を
表
現
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

さ
て
、
第
3
図
を
一
見
し
た
だ
け
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
ブ

1
ル
の
分
布
は
地
理
的
に
は
か
な
り
平
均
し
た
密
度

を
示
し
て
お
り
、
強
い
て
云
え
ば
、

ア
γ
グ
ロ
日
ノ
ル
マ

γ
諸
島
の
完
全
な
空
白
、
ブ
サ

γ
の
北
西
部
、

コ
l
地
方
西
部
の
分
布
密
度
の

稀
薄
さ
が
自
に
つ
く
て
い
ど
で
あ
る
c

ま
た
統
計
表
に
よ
れ
ば
、
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
史
料
的
に
確
認
で
き
る
ブ
ー
ル
は

お
よ
そ
一
四

O
、
そ
の
う
ち
約
半
数
の
六
七
が
農
村
ブ
l
ル
で
あ
る
。
こ
の
数
量
的
条
件
だ
け
か
ら
判
断
し
て
も
、
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
は
ブ

ル
タ

l
ニ
ュ
、

メ

l
ヌ
、

ア
ジ
ジ
ュ
ー
な
ど
西
北
ブ
ラ
シ
ス
の
他
の
地
方
に
比
べ
て
、
西
ヨ

l
ロ
y

パ
に
お
け
る
ブ

i
ル
発
展
の
中
心
地

-250-

帯
と
は
云
え
な
い
ま
で
も
、
少
く
と
も
そ
の
辺
境
地
帯
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
農
村
ブ
ー
ル
の
比
重
が
相
対
的

に
高
い
こ
と
も
、

西
北
フ
ラ
ジ
ス
の
他
の
地
方
と
共
通
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
農
村
ブ

I
ル
に
つ
い
て
、
オ
ー
ト
・

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
と
バ
ス
・
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
を
比
較
す
る
と
、
十
二
世
紀
に
は
二

O
中
一
八
、
十
三
世
紀
に
は
二

O
中
一
二
と
、
バ
ス
・
ノ

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
西
部
へ
の
農
業
植
民
が
十
二
世
紀
に
本
格
化
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

ル
マ
ソ
デ
ィ
が
顕
著
な
割
合
を
占
め
、

こ
の
統
計
表
で
は
、

オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
と
し
て
現
在
の
セ
I
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ

1
ム

(
ω
m
w
-

ロ巾
i
y入
【
阻
止
t
H
H
H
叩
)
と
ユ

1
ル

ハ
開
口
H
m
w〉

の
二
県
を
、
バ
ス
・
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
と
し
て
カ
ル
ヴ
ア
ド
ス

(
口
同
日
司
同
門
-
。
田
〉
、

マ
ン
シ
ュ

(
E
g
n
Z〉、
オ
ル
ヌ

(
O
H
ロ叩〉

の
三
県
を
あ

て
て
い
る
が
、
こ
の
二
分
法
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、

h
u
し
ろ
初
期
の
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
の
政
治
的
境
界
(
第
1
図
)
や
、
土

地
制
度
の
要
因
(
第
2
図
)
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら
、

ま
、
ま
リ

I
レ

p

q

t

J

 

ハ
呂
田
日
巾
)

川
流
域
か
ら
オ
ル
ヌ

ハO
H
H
H
O〉

川
流
域
に
わ
た
る
地
方



ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
と
し
て
、

リ

i
L
Hユ
ム
程

y
f
j
t
L
円
安
ノ

ノ
ル
マ
ン
J

ア
ィ
、

オ
ル
ヌ
川
以
西
の
西
部
ノ
ル
γ

ン
デ
ィ
と
三
区
分
ナ
る
ガ
が

俊
紀
に
お
け
る
ブ
ー
ル
、
と
り
わ
け
農
村

よ
り
効
果
的
で

こ
の
よ

に
お
い
て
分
布
密
会
見
産
す
と
、

ブ
i
ル
は
、
中
部
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、

る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
紀
に
入
っ
て
よ
う
ぞ
く
西
部
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
い

卸f

く

西
南
部
慰
境
地
帯
に
分
布
し
て
い
る
十
一
一
位
記
の
ブ
ー
ル
は
、
畿
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
城
と
結
び
つ
い
た

城
砦
ブ

!ι
げ
で
あ
り
、

の
意
問
凶
か
戸
り
す
れ
ば
、
都
市
的
性
絡
の
ブ
ー
ル
の
建
設
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ

こ

で

土

地

制

度

な

い

し

農

業

構

造

と

の

注

意

し

て

し

た

よ

う

に

、

建

北

ツ

ラ

ゾ

ス

、

と

く

に

メ

i
ヌ
地
万
の
開
墾
・
植
民
運
動
の
一
局
面
と
し
て
、
小
所
領
と
散
居
定
住
の
る
持
殊
な
農
業
i
土
地
料
制
度
の
ボ
カ
;
ジ
品
地
方

と
、
そ
こ
に
出
現
す
る
「
農
村
ゃ
?
と
の
き
め
関
芝
重
視
す
る
ラ
ト
ゥ

i
ジ
二
一
ア

1
3あ
ん
い
〕
こ
の
よ

て
妥
当
す
る
と
は

い
の
は
、
先

少
く
と

も
会
一
一
邸
的
に
ノ
ル
マ

γ
Jア
ィ
地
方

ぃ
。
何
故
な
ら
、

ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
お
け
る
農
村
ブ

i
L
N
の
発
畏

251-

は
、
第
2
罰
と
策
3
簡
を
あ
わ
せ
て
参
寵
す
れ
ば
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
ボ
カ

i
ジ
ュ

繰
ら
ず
、

カ

:γ

の
よ
う
に
集
村

定
住
と
間
開
放
耕
地
鰯
の
伝
統
的
な
地
帯
に
も
広
く
認
め

か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ

お
い
て
、
中
世
ノ
ル
吋
ン
デ
ィ
に
お

:
ル
の
分
布
J

品
、
地
理
的
局
面
よ
り
も
時
際
的
烏
舗
に
い
っ
そ
う

先
に
も
ふ

よ
う
に
、
ブ
ル
タ
l
M一
三
や
メ

1
ヌ

の
領
議
的
統
一
z
え
そ
れ
に
と
も
な
っ
た
植
民
政
策
の
発
展
の

ら
西
部
へ
、
北
部
か
ら
南
部
へ
と
い
う
大
き
な
植
民
の

の
国
境
の
訪
衛
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の

の
中
で
検
討
す

か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

る
、
と
考
え
ら
れ
る
υ

概
揺
的
に
云
え
ば
、

で
き
よ
う
、
が
、

し、

つ

的
な
要
因
が
こ
れ
に
か
ら
ん
で
く
る
。
し
た

っ
て
、
ブ
ー
ル
の

も
つ
意
味
を
綜
合
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
カ

テ
ゴ
ロ
f

、
多
角
的
に
、

交
た
具
体
的
に
検
討
す
る
必
繋
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
点
の
分
析
が
次
家
以
下
の
課
題
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要
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の
デ
ィ
ジ
ヨ
シ
の
そ
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
)
シ
テ
に
附
属
す
る
集
落
と
し
て
の
ブ
ー
ル
は
、
他
方
で
多
く
の
場
合
、
修
道

院
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
と
り
わ
け
古
い
ア
キ
テ
1
ヌ
王
国
と
ブ
ル
ゴ

I
ニ
ュ
に
多
く
出
現
し
て
い
る
。
レ
ス

ヌ

(
H
V
F
gロ
巾
〉
の
『
フ
ラ

γ
ス
教
会
領
史
』
に
i

よ
れ
ば
、
ポ
ア
テ
ィ
エ
の
シ
テ
域
外
墓
地
に
早
く
も
九
世
紀
以
前
に

F
E
7出己何回目
5

修
道
院
ブ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
て
い
勺
史
料
的
に
年
代
の
確
認
で
き
る
最
古
の
例
と
し
て
は
、
ト
ヮ

i
ル
の
「
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
修
道
院

ブ
ー
ル

E
m
g
窓
口

ayFED-」
(
八
三
お
が
あ
り
、
そ
の
他
ブ
ー
ル
ジ
ュ
の
「
サ
シ
・
シ
ュ
ル
ゼ
ス
修
道
院
ブ
l
ル
」
(
八
五
お

も
九
世
紀
の
例
で
あ
る
。
、
十
世
紀
に
入
る
と
、
ア
シ
ジ
ェ
(
九
二
四
)
、
ピ
ュ
イ
(
九
二
三
)
、
ラ

γ
ス

(
8
)
 

九
八
九
)
、
そ
し
て
グ
リ
ュ
ニ
l
修
道
院
ブ
!
ル
(
九
九
四
〉
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

(サ

γ
・
レ
ミ
修
道
院
ブ
ー
ル
、

シ
テ
郊
外
の
修
道
院
ブ
ー
ル
の
場
合
、
修
道
院
が
シ
テ
か
ら
か
な
り
距
っ
て
い
る
と
、
そ
の
ブ
!
ル
は
シ
テ
か
ら
独
立
し
た
第
二
の
集

落
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
サ
シ
・
リ
キ
エ
修
道
院
ブ
ー
ル
の
よ
う
に
、
(
(
己

2
印
)
)
と
区
別
し
が
た
い
「
農
村
集
落
」
と
い
う
性

格
を
も
つ
も
の
も
あ
勺
末
期
カ
ロ
リ
ン
グ
諸
王
は
、
司
教
が
伯
に
代
っ
て
権
力
を
掌
握
し
た
あ
ら
ゆ
る
都
市
に
お
い
て
、
司
教
座
教
会

を
核
と
す
る
集
落
を

((ai仲
間
凹
)
)
と
し
て
理
解
し
た
よ
う
に
、
こ
の
シ
テ
に
附
属
す
る
教
会
や
修
道
院
を
核
と
す
る
集
落
を
、
す
べ
て

ー255~ 

((ゲロ

Hmg))
と
し
て
理
解
し
た
よ
う
な
印
象
さ
え
あ
た
え
ら
れ
る
o

し
か
し
、
他
方
で
あ
ら
ゆ
る
シ
テ
や
修
道
院
か
ら
隔
絶
し
た
純
粋
に
農
村
的
定
住
地
に
か
か
わ
る
「
農
村
ブ
l
ル
色
。
日
唄

2
5
C
M
n
)」

の
例
も
あ
り
、
西
フ
ラ
ン
ス
で
は
出
巳
回
目

g
村
(
シ
ノ
シ
北
方
)

れ
て
い
る
。
一
般
に
農
村
ブ
l
ル
は
セ
l
ヌ
川
と
シ
ャ
ラ
ン
ト
川
の
聞
の
地
方
、
す
な
わ
ち
、
メ

i
ヌ
、
!
ア

γ
ジ
ュ

1
、
ポ
ア
ト
ゥ
ー
な

ど
に
高
い
分
布
密
度
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
農
村
的
新
集
落
は
西
北
プ
ラ

γ
ス
で
は
一

O
一ニ

O
年
と
一
一
回

O
年
の
間
に
形
成
さ
れ
、
教
会

に
関
す
る
史
料
(
八
九
八
J
九
二
ハ
)
が
そ
の
最
古
の
ケ
l
ス
と
さ

の
ま
わ
り
に
、
あ
る
い
は
そ
の
墓
地
の
中
か
ら
一
創
り
出
さ
れ
、
多
く
の
場
合
市
場
を
そ
な
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
記
要



中
世
ノ
ル
マ
リ
乙
ア
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

さ
ら
に
、

((EHmg出
と
い
う
言
葉
の
諮
問
源
か
ら
〆
し
で
も
、

、
ア
ー
ル
と
U
M

ャ
ト
オ
と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、

城
の
附
属
集
落
と
し
て

の
↑
プ
ー
ル
の
形
成
も
ヲ
ラ
ン
ス
で
は
通
例
的
現
象
で
、
あ
ア
た
、
。
と
〈
に
国
有
の
封
建
時
代
た
る
十
世
粗
末
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
西
ヲ

ラ
シ
ヌ
各
地
に
こ
の
方
-
7
4
『リ

l
の
ブ
ー
ル
が
見
一
ら
れ
、
南
仏
モ

γ
ペ
リ
エ
一
一
の
一
場
合
一
は
そ
の
典
型
的
な
例
と
さ
れ
て
い
る
。
城
砦
グ

l
ル

に
唱
い
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
ん
〕
り
わ
け
各
プ
ヲ
γ
U
F
ポ

l

?
の
境
界
一
地
帯
に
多
〈
建
設
さ
れ
、
ま
た
通
例
教
会
施
設
…
(
そ
れ

は
小
教
区
一
教
会
長
区
別
さ
れ
る
小
修
道
院
な
い
し
僧
会
教
会
v、
並
び
に
市
場
を
設
置
し
て
い
た
ζ
と
で
あ
対

以
上
の
よ
う
な
多
義
的
且
つ
複
合
的
性
格
を
も
っ
ブ
ー
ル
は
、
九
・
十
世
紀
い
ら
い
西
フ
ラ

γ
ス
を
中
心
に
増
大
し
は
じ
め
、
十
一
世

紐
い
ら
い
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
地
方
め
史
料
に
も
登
場
し
て
く
る
。
そ
と
で
本
稿
で
は
、
ノ
ル
マ
γ
J
7
4
地
方
の
グ

l
ル
を
定
住
山
中
核
の
ド
ミ

・
ヂ
ン
ト
な
性
格
や
集
落
の
経
済
的
な
性
質
に
よ
っ
て
、
川
開
山
討
す
郊
外
ダ

1
ル
な
い
し
都
市
的
プ
ー
ル
、

ω修
道
院
デ

l
ル
と
域
砦
ブ
ー
ル

ハ
半
都
市
的
・
半
農
村
的
ブ
ー
ル
〉
、
例
純
粋
な
農
村
的
デ
I
ル
、
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
こ
の
う
ち
刷
之
刷
は
本
章
に
お
い
て
、

=f~6= 

的
ほ
西
ノ
ル
マ
ソ
J
7
4
の
農
業
植
民
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
主
と
し
て
次
章
で
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
に
す
る
。

(君〕

都
市
的
ブ

i
ール

そ
の
一
つ
は
}
主
と
し
て
司
教
都
市

(nurs胃
。
宮
常
与
を
核
と

し
て
、
そ
の
周
囲
に
形
成
さ
れ
る
「
キ
ず
4

タ
ス
の
衛
星
プ
ー
ル
」
の
性
格
を
も
つ
も
の
、
他
の
一
つ
は
シ
テ
の
つ
ハ

γ
領
域
(
宮
己
仲
暗
号
)
」

に
お
け
る
市
場
の
存
在
と
結
び
つ
い
た
三
間
人
的
集
落
」
の
性
格
を
も
つ
も
の
、
で
あ
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、

J

ル
マ
シ
デ

ィ
に
お
け
る
七
苛
教
都
市
(
初

2
8
!
E忠
良
w

切〈

HEM-
訟
S
w
a
E
u
r
の
g
g思
g
k
F
4
5
p
n
y
a
-
-以
上
は
第
3
図
に
図
示
〉
の

こ
の
カ
テ
ゴ
一
日

1
の
デ

1
ル
は
さ
ら
に
こ
つ
の
類
型
に
分
か
れ
、

ら
ち
、

ル
l
ア

ν、
エ
グ
ル

l
、
セ
手
、
バ
ュ

l
の
一
四
都
市
に
り
い
て
、
早
く
も
十
一
世
紀
に
デ

l
ル
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
o

史
料
的
に
確
認
で
き
る
も
?
と
も
古
い
例
は
、

お
そ
ら
く
旦
ヴ
ル

1
ハ
何
話
相
自
問
)

に
よ
ウ
て
あ
た
え
ら
れ
る
。

」
こ
に
は
二
つ
の
ブ
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B
Sロ
日
ロ
耳
目
山
口
口
O〈
O
E
H向
。
∞
間
四
戸

E
r
g仏
D田
山
口
戸
口
O官。
ρ戸
巾
山
口
口
O
W
O門戸
E
S
Z
H同
2
2
5

(
日
)

同2
5
0口氏
7
目r
B円四日
HMFロロロ
O戸口
O白戸巾田口口
0
5
5
0
-
g《
出
口
。
舟
河
O口rmww
占
己

D門田市田門』ロ
H
S
ω
白岡山口日・
:))HH印印・

NbN.九
4

口
0・
E
-

先
ず

a
は
、
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
リ
シ
ャ

1
ル
二
世
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
こ
の
シ
テ
の
支
配
者
。
己
ロ
2
5
0
r
切
乙
5
5
m

に
よ
る
寄
進
文
書
の
一
節
で
、

一
O
二
五
年
頃
の
文
書
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、

。己目ロ
2
M
g冊
子
山
回
乙

-
b
B
O
は、

セ
エ
の
司
教
並
び
に
聖

堂
参
事
会
員
に
、
聖
職
禄
と
し
て
の

Z
巳
o
忌
L凶
O
E
-
-
9
2
Z当
日
ゅ
の
領
地
を
あ
た
え
る
と
と
も
に
、
「
彼
の
死
に
あ
た
り
、
セ
エ
の

院
が
再
建
さ
れ
、
こ
の
修
道
院
を
中
心
と
し
て
一
つ
の
プ
ー
ル
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
一
四
九
年
の
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ

-258-

プ
ー
ル
を
司
教
に
遺
贈
す
る
」
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
o

次
に
b
は
、
十
一
世
紀
の
中
頃
、
こ
の
ブ
ー
ル
の
外
側
に
サ

γ
・
マ
ル
タ

γ
修
道

ち
、
一
号
ロ
片
山
2
伯
の
ロ
山
口
白
ロ
日
巾
が
セ
エ
の

ω回目巳
l
沼
田
同
片
山
口
修
道
院
に
、
同
修
道
院
の
教
会
じ
た
い
と
そ
の
ブ

l
ル
並
び
に
冨
E
g
g
-
5

の
ヴ
ィ
グ
ス
と
そ
の
す
べ
て
の
財
産
を
寄
進
す
る
旨
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ブ
ー
ル
は
、

C

の
史
料
に
再
現
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
同
じ
く
旬
。
三
日
2

伯
ギ
ヨ

l
ム
が
一
一
豆
五
年
に
、

F
E
T
E包
括
内
山
口
の
白
色
教
会
に
あ
た
え
た
寄
進
文
書
の
一
節
で
、

(ロ
O
〈
。
ゲ
ロ
晶

oω
図
的
出
)
」
に
関
し
て
は
年
五
ソ
リ
ド
ウ
ス
の
サ

γ
ス
、
そ
し
て
セ
エ
の
そ
ば
に
あ
る
刻
。
ロ
宮

「
セ
エ
の
新
た
な
ブ
ー
ル

の
水
卒
に
関
し
て
は
年
一
セ
テ
ィ
エ
の
小
麦
の
収
益
権
を
譲
渡
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

セ
エ
の
場
合
は
、
十
一
世
紀
は
じ
め

頃
の
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
(
(
ゲ
日
空
白

ω品
目
同
)
)
と
、
十
二
世
紀
中
頃
の
史
料
に
あ
一
ら
わ
れ
る

((E話
己
居

ω山
口
口
神
戸
呂
田
氏
神
戸
巳
)
)
の
新
た
な

ブ
ー
ル
と
、
二
つ
の
ブ
ー
ル
が
シ
テ
の
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。



ノレ

ア
ヅ可

~ i 
~i 

cl " 

g i 
'--/' 

ペコ、
し、
加亡

t主

γ
テ
の
北
側
に
単
一
の
ブ
ー
ル
が
存
在
し
て
お
り
、

」
れ
に
つ
い
て
は
既
に
史
料
1

(
十
二
世

紀
中
頃
〉
で
ふ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ブ

l
ル
の
設
立
期
は
お
そ
く
も
十
一
世
紀
の
は
じ
め
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な

ら
、
一

O
三
七
J
四
O
年
頃
、
ル

l
ア
γ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

((ZHm日
比

ρ
g
ρ
5
刻
。
言
自
由

m
g
g印
)
)
が
、
貴
族
や
聖
職
者
と
共
に
副
署
し

て
い
る

F
E寸
巧

g骨
巳
巾
修
道
院
長
の
文
書
、
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

パ
ユ

i

(回
出
可

2
凶
〉
に
つ
い
て
は
、
第
4
図
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
城
壁
で
固
ま
れ
た
ジ
テ
〈
門
戸
4
F
S
6
の
入
口
の
お
そ
ら
く
は
北

東
方
に
(
(
宮
門
的

5
4
2
0立))(一

O
八
九
年
に
史
料
に
初
出
)
が
、

ま
た
シ
テ
か
ら
そ
う
は
な
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
二
つ
の
ブ

I
ル、

す
な
わ
ち

((σ
日

m
g
E
S
B
3
E
O
H
E
O
)
)
(
一
O
九
六
年
に
史
料
に
初
出
、
図
の

2
〉
と
(
(
宮
括

5
注
目
νo
ロ件。自

c
-
Z
E
)
)
(図
の

1
)
が
、
そ
し
て
も
っ
と
遠
方
に
は

ω弘
己
i
〈
釘

CH
修
道
院
ブ
ー
ル

(
(
E
H
m
g
m
g
a
5
m
O
H
U
)
)
(図
の

4
)
と
、
南
西
部
に
い
ま
一

つ
の
ブ
ー
ル

((σ
日
空
白
叶
。

B
Eル
)
)
〈
図
の

3
)
が
形
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

全
体
と
し
て
少
く
も
三
つ
の
ブ
ー
ル
が
シ
テ
を
と
り

-259'-

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
衛
星
ブ
ー
ル
は
十
二
・
一
二
世
紀
の
過
程
で
、
バ
ユ

i
の
経
済
的
な
停
滞
と
と

も
に
、
次
第
に
衰
滅
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

か
こ
ん
で
い
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
っ

上
述
の
よ
う
な
古
い
起
源
の

γ
テ
と
、
そ
の
ま
わ
り
に
形
成
さ
れ
た
0

ア
ー
ル
、

い
建
設
に
か
か
る
都
市
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
カ
l
γ

(
口
問
m
w
H凶
〉

と
い
い
う
司
教
都
市
の
二
元
構
造
は
、
十
一
世
紀
の
新
し

こ
こ
で
は
都
市
的
中
核
の
役
割
は

で
あ
る
。

((σ
ロ
話
回
同
ロ
ロ
白
仏

O
B日
)
)
と
し
て
出
現
す
る
「
公
の
ブ

i
ル

(
σ
o
E
m
ム
ロ
ロ
即
日
ど
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
た
。
史
料
と
し
て
は
、

一O
二
五
年

頃

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
リ
シ
ャ

l
ル
二
世
に
よ
る
明
白
山

g
B官
の
修
道
院
に
対
す
る
寄
進
文
書
に
初
出
す
る
。
す
な
わ
ち
公
は
、
同
修
道

院
に
、
父
公
が
す
で
に
寄
進
し
て
い
た
も
の
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
彼
自
身
も
さ
ま
ざ
ま
な
寄
進
を
行
っ
て
い
る
o

次
の
史
料
は
そ
の

一
節
だ
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要
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内買史料
8乙凶(吉(百り白:;命唖1

(
悶
)

戸

5
5
5
3
2
2
E
;
q伊豆田
cr回
Zロ
伊
丹
炉
心
)
恒
常
M
H
O
N

印、凡さ
h

二
時
句
昔
円
旬
、
白
弓
ミ
ミ
ミ
F
ロ
0

・
8
・

こ
の
(
(
の
邑

-zgg))
又
は
(
(
の
邑
ー
。
BE))
と
よ
ば
れ
た
ブ
ル
グ
ム
こ
そ
、
今
日
の
カ
l
γ
市
の
起
源
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
ノ
ル

寸

γ
デ
ィ
に
お
け
る
シ
テ
郊
外
ブ
ー
ル
で
も
、
修
道
院
ブ
ー
ル
で
も
な
い
ブ
ー
ル
の
最
初
の
登
場
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
ブ
ー
ル
を
核

と
し
て
、
そ
の
か
た
わ
ら
に
ギ
ヨ
J

ム
庶
子
公
(
征
服
王
)
に
よ
っ
て
二
つ
の
修
道
院
ブ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
た
の
史
料
に
初
出
す
る
の
は

一
O
八
一
一
一
年
で
、
西
方
の
伊
丹
i
件
広
告
白
巾
男
子
修
道
院
一
の
プ
ー
ル
、
北
東
方
の
戸
田
叶
岳
皆
ふ
女
子
修
道
院
の
プ
ー
ル
が
こ
れ
で
あ
る
色

の
個
別
研
究
に
く
わ
し
い
が
、

し
た
郊
外
プ

i
ル
」
と
い
う
司
教
都
市
に
類
似
の
構
造
を
と
っ
て
い
た
山
そ
し
て
こ
の
方

I
Y
の
経
済
的
発
展
が
、
前
述
の
よ
う
に
パ
ユ

ニ
れ
ら
の
ブ

1
ル
は
ア

γ
リ
・
ル
グ
ラ
〈
国
-
F
巾
m
H
S
)

カ
ー

γ
の
場
合
は
あ
き
ら
か
に
「
シ
テ
は
隣
接

ー
と
そ
の
衛
星
ブ

l
ル
の
衰
退
を
も
た
ら
す
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
他
の
一
一
一
つ
の
司
教
都
市
に
つ
い
て
補
足
的
に
述
ぺ
て
お
こ
う
。

=261 = 

な
お
、

ク

l
タ

γ
ス
(
(
U
O
ロ
窓
口
口

g〉

応
つ
い
て
は

十
一
世
紀
中
頃
、

一
つ
の
(
守
口

r
E窓
口
百
)
)
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

((σ5mg))
が
見
出
さ
れ
る
の
は
十
三
世
紀
の
は
じ
め
を
ま
た
な
け

1
4
ι

£
つ
工
、
。

ふ
什

'J-
ナ
d
A
tピ
ナ
，
‘
，
v

リ
ジ
ュ

I

ハ戸山曲目。
C
M内
)

で
は
、

カ
I
γ

へ
の
ル

l
ト
に
あ
る

F
-
E
l
u
b曲
目
同
修
道
院
の
周
辺
に
一
つ
の

((σ
ロ
Hm己目

件
L
V
昌
弘
器
出
が
あ
る
が
、

ζ

れ
も
一
二

O
O年
以
前
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
最
後
に
ア
ヴ
ラ

γ
シ
ュ

し
だ
唯
↓
の
司
教
都
市
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(〉

2
2口
}
話
回
)

は
ブ
ー
ル
を
欠
如

次
に
第
二
類
型
の
都
市
的
ブ
ー
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
け
る

((σ
。
日
m
p

ゲ
同
岳
連
》
め
最
初
の
』
γ
I
骨
そ
で
あ
る

K
F
晶
3
0
2
ハ
臣
認
申
川
と

-
Q
5
川
の
閥
、
第
3
図
の

1
)
の
場
合
で
あ
る
D

北
大
文
学
部
組
要



中
世
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

【
史
料
9
】

a
(
(
0
0口
間

三

田

宮

L
K
P
H
m
g片山
g
L
2話
g
Y
H
g
B
O同
町

B
H
V同
E
S
H
M
O凹
常
国
冊
、

VHVHO宮
町

H
E
R
n釦
宮
毎
日
唱
団
宮
田
乱
一
一
問
。

)
)
5
2
2
5
ω
M
l

(mC 

5
8
w
弘
司
同
時
的
札

hhh片
足
門
的
九
時
同
く
也
、

ssミ
F
ロ0
・

g-

b
(
(
』え
H
S
Z
B
g片
仏

0
5
2日
広
島
巾

KFHmEn--回
占
戸

C円
H
B
S
E
H田
口

C
B
Z
H
H白
同
白
片
山

0
2
E
F
ρ
己
叩
回
目
田
口
宮
町
民
間
】
叩
円
ロ
ロ
ロ

BW
同

乱

含

2
5
ロ

O
B宮
内
民
戸

g

mmけ
『
戸
司

m
m
m
E
B
山
同
ゆ
片
岡
田
ぐ

O
H
O
ρ
g
Z
R
A口
広

三

回

}
2
5
E
F
E
H
B
H
)
R
2
2
ρ
ロ
ぬ
同
百
円
由
。

2
U
U
H
)賃
借

D
H
E
B
自
8
2
8
・))HNH品
、
み
ミ
mHhh内向

(m) 

、
周
忌
右
足
句
、
号
弓
口
、
§
s
h位向、口。・

E
C

史
料
9
の
a
は
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
マ
ニ
フ
ィ

I
グ

(moz=-o
冨
諸
民

2
5
)
に
よ
る
出
mgHHHMM
修
道
院
へ
の

寄
進
文
書
(
一

O
三
一
な
い
し
三
二
i
三
五
)
の
一
節
で
、
「
彼
(
公
)
は
、
公
領
の
慣
行
に
し
た
が
っ
て
、

k
F
H
m
g口
g

の
バ
ソ
領
域

(-24出
)
を
、
そ
の
ヴ
ィ
ラ
の
市
場
の
た
め
に
あ
て
る
こ
と
を
承
認
し
た
」
と
い
う
趣
旨
に
解
さ
れ
る
。

M
・
フ
ォ
ル
ゥ

l
は

((-2H4白
)

)

と
い
う
語
を
注
釈
し
て
、
「
ご
疋
の
地
域
に
対
す
る
保
護
圏
」
に
比
す
べ
き
(
(
ゲ

S
E
g巾
)
)
と
い
う
説
明
を
あ
た
え
て
い
る
。
問
題
は
、
W 

c-
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の

-
B
S
E
Eロロ
2
0
を

E
品

5
と
同
一
視
し
て
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
の
が
史
料
の
b
で
あ
る
o-

R
・
ジ
ェ
ネ
ス
タ
ル
は
、
僚
主
に
対
し
て
貨
幣
地
代
以
外
の
負
担
を
負
わ
な
い
ブ
ル
カ
l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
特
権

{
お
)

的
な
い
し
都
市
的
性
格
を
、
賦
役
義
務
を
負
う
他
の
保
有
地
と
対
比
し
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
(
(
詰
注
目
吉
田
)
)
に
、
貨
幣
地
代

こ
の
史
料
を
根
拠
に
、

(HOロ同叩

E
E
m
g同
な
い
し

2
5〉

の
意
味
を
読
み
こ
ん
で
よ
い
の
か
判
断
は
っ
き
か
ね
る
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
、

こ
れ
に
よ
っ
て

十
三
世
紀
初
頭
の
〉
括
g
n
g
に
お
け
る

((EHm品
目
白
白
)
)
と
い
う
保
有
地
の
存
在
は
確
認
さ
れ
る
の
ぞ
あ
り
、
こ
の
事
実
か
ら
、

前
述

の

3
2
4同
)
)
を
ブ

l
ル
と
同
義
に
解
釈
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
可
能
で
あ
i

る
、
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、

こ
の
よ
う
な
(
(
寸
O
己
哲
砂

ゲ白ロロ

2))
の
性
格
を
、
あ
ら
ゆ
る
ブ

l
ル
に
適
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
。

L
・
ミ
f

ユ
y

セ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、

{
M
)
 

デ
4

に
お
時
る

(
(
g
E
m
u
p
gロロ
2))
は
、
ー
十
一
世
紀
に
一
一
例
、
十
一
一
世
紀
に
七
例
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
o
a

ノ
ル
マ

γ



次
に
ブ
ー
ル
の
起
源
が
、
明
白
に
商
人

m
B
2
2
S
H
g
)
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
お
そ
ら
く
は
唯
一
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、

ア

ィ
ー
ヴ
川
の
上
流
に
あ
る
叶

E
ロ
の
ブ
ー
ル
(
第
3
図
の

2
)
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。

門
史
料
m
M
(
(
同
町
三
口
2
2
s
r
o口門
H
o
s
-
-
ρ
5
E円
。
片
山
口
吉
田
Z
2
5
仏
戸
玄
広
氏
。
ロ
ロ
-
F
H冊目
g
g
f
n
o口口止
o
U
胃

2
2江戸
2
5
(町山口〉

ιOBロ日

〉

E
E
C
E
R
-
-
r
E
g
o
Bロ
5
5
8
5ロ
o
z
ι
5
5
5
仏巾

g
L
O
B
D
邑

B
O
胃

E
S
E
-
σ
g
w
g
g
庁
古
島
問
。
ロ
山
田

ρ
g
B
庁由民片岡田口叩
2
5
2
8
S
H
F
-

(お〉

宮田・:》

H
c
m
ω
T
H
o
g
-
h
n
H
S
丸
町
旬
丸
暗
号
、

h
H
ま『

ssh位向、ロ
0

・
NNω
・

こ
の
史
料
は
、

H
N
S
2
F
ζ
。
己
m
O
B
B
2可
(
モ

γ
ゴ
メ
リ

l
家
は
ガ
リ
ア
辺
境
領
を
支
配
し
た
ノ
ル
マ

γ
貴
族
)
が
、

F
-
E
l仲片山

g
s
修
道
院
に
、
彼
の
死
後
叶

E
ロ
の
ブ
ー
ル
と
す
べ
て
の
そ
の
附
属
財
産
を
、
既
に
別
な
教
会
に
寄
進
し
た
水
車
と
十

カ

1
ソ
の

分
の
一
税
を
除
い
て
、
寄
進
す
る
旨
在
、
ギ
ヨ

l
ム
庶
子
公
が
確
認
し
た
文
書
の
一
節
で
あ
る
。
大
意
は
、
「
こ
の
遺
産
相
続
を
保
証
し
、

将
来
に
疑
念
を
残
さ
な
い
た
め
に
、

HNom吋
は
現
時
点
で
、
修
道
院
に
〉
宮
ロ

cc-HmL
の
家
、
並
び
に
、
、
ロ
ロ
ロ
の
住
民
に
つ
い
て
で

あ
れ
外
来
商
人
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
彼
に
所
属
す
る
ナ
べ
て
の
慣
習
法
上
の
権
利

(
8
E
C
B巾
凹
)
・
を
譲
渡
す
る
」
こ
と
を
約
束
し
た
も
の

で
、
あ
き
ら
か
に
、
こ
の
ブ
ー
ル
の
市
場
に
出
入
す
る
商
人
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
ひ
と
ま
ず
都
市
的
ブ
ー
ル
の
分
析
を
終
え
る
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
も
の
の
他
に
、
少
く
と
も
農
村
的
な
機
能
を
基
本
的
な
性
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格
と
し
て
い
た
と
は
考
え
白
れ
な
い
若
干
の
ケ
l
ス
と
し
て
、

ロ目印日】一耳切〉
Hm巾
HH窓口
wω
丘
三
l
F
A
Y
(
u
r巾
HrOCH-mtkrFロの
o
p
y向。ロ
H
i

ω回目己
l

冨

wr乙
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
o

同
時
に
修
道
院
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
ケ
l
ス
が
多
い
が
、

で
は
モ

γ
・
サ

γ
・
ミ
ッ
ジ
ェ
ル
を
除
い
て
、
一
応
「
都
市
的
ブ
ー
ル
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ふ
く
め
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
も
の
と
あ

こ
れ
ら
の
0

ア
ー
ル
は
、

」

v
」

わ
せ
て
、
十
一
・
二
世
紀
に
お
け
る
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
a
7
川
ル
の
払
布
団
を
司
不
充
分
で
は
あ
る
が
作
製
し
て
み
た
(
第
5
図
参
照
〉
0

北
大
文
学
部
紀
要
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一
見
し
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
早
く
も
十
一
世
紀
に
見
出
さ
れ
る
都
市
的
ブ
ー
ル
の
発
展
は
、
オ
ル
ヌ
川
流
域
以
東
の
東
部
・
中
部
ノ

ル
マ

γ
デ
ィ
に
擾
勢
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
司
教
都
市
バ
ユ
l
の
ブ

i
ル
は
十
二
世
紀
以
降
衰
退
し
て
し
ま
う
し
、
ク
l
タ
ソ
ス
の
場
合

は
ブ
ー
ル
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
十
三
世
紀
に
な
っ
て
か
ら

T
あ
っ
た
。

(3) 

修
道
院
プ

I
ル
と
城
砦
ブ
l
ル

A
修
道
院
ブ

i
ル

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
け
る
修
道
院
の
復
興
は
、
九
一
八
年
、

ル
1
ア
ン
の

ω巳
E
I
C
g
g
修
道
士
た
ち
の
復
帰
い

ら
い
は
じ
め
ら
れ
る
が
、
十
一
世
紀
ま
で
の
歩
み
は
緩
慢
で
、
困
難
な
道
を
た
ど
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
諸
公
は
パ
ュ
ー
や

グ
1
タ
γ
ス
の
司
教
管
区
に
あ
る
所
領
を
東
ノ
ル
マ

γ
デ
d

の
大
修
道
院
へ
寄
進
す
る
τ

こ
と
℃
甘
ん
じ
、
西
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
の
所
領
じ
た

い
に
修
道
院
を
創
出
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
モ
シ
・
サ

γ
・
ミ
ヅ
シ
ェ
ル
(
こ
こ
で
は
九
六
六
J
六
七
年
に
修
道
生
活
が
再
開
さ

れ
た
)
を
除
く
と
、
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
修
道
院
の
ル
ネ
サ

γ
ス
は
東
部
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
院
は
じ
ま
り
、
十
一
世
紀
中
頃
巳
リ
ー
ル
川
を
こ
九

て
中
部
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
及
ぶ
。
こ
の
ル
ネ
サ

γ
ス
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
グ
リ
ュ
ニ

l
修
道
会
の
会
則
と
類
似
し
た
、
と
く
に
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デ
ィ
ジ
ョ
ソ
か
ら
派
生
し
た
規
律
が
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
十
一
世
紀
い
ら
い
の
修
道
院
の
再
建
と
伝
播
は
、
ノ
ル
寸
ソ
デ
ィ
ー
諸

公
、
と
く
に
征
服
王
ギ
ヨ

1
ム
庶
子
公
の
緊
密
な
一
コ

γ
ト
戸

1
ル
の
も
と
に
お
か
れ
た
事
実
で
あ
る
。
と
ζ

ろ
で
、
中
部
ノ
ル
マ

γ
デ
ヰ

広
お
け
る
多
く
の
修
道
院
の
復
興
や
新
生
は
、
東
ノ
ル
マ

γ
デ
4

の
大
修
道
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
修
道
士
た
ち
に
よ
う
て
仔
わ
れ
、

た
と

H
M
H
E
C
M
n

や
の
同

g窓
口
の
創
設
に
、
そ
れ
ぞ
れ
尽
力
し
た
。
十
一
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、

え
ば
守
昆
2
2
ば
田
・
l問
『
吋

S
F
の
復
興
に
、
、
吋
広
岡
】
ゆ
広
門
問
。
岡
山
門
)
ロ
ゆ
ロ
は

g・1
2
2
H
m
l回日
l
U
2
2
の
創
設
応
、
曽
・
l
d
q
g島
E
r
は

こ
れ
ら
の
若
い
修
道
院
が
、
代
っ
て
西
ノ

た
と
え
ば
、
控
-1YFH昨日ロ弘一一。

ル
マ
ヅ
デ
ィ
の
修
道
生
活
の
普
及
の
任
に
あ
た
り
、

初
代
の
院
長
や
修
道
土
台
-
提
供
す
る
ニ
と
に
な
る
。

、時
H
O
R
ロ
の
た
め
に
は

。。ロロ

r
g
が、

g・i
M
W片
山

3
5
仏
叩
ロ
旬
。
ロ

の
た
め
に
は
イ
ギ
リ
ス
修
道
院
史
上
に
も
有
名
な
目
。
国

2
が
、
日
向

北
大
文
学
部
紀
要



中
世
ノ
U

マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

、H，
HU戸山
Hb
円山
mw(USロ
の
た
め
に
は
曽
・
l
円
。

m
2
号
司
H
b
g凶
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
役
割
を
ひ
き
う
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
レ
ゴ
ザ

ア
γ
改
革
に
影
響
さ
れ
た
教
会
改
革
の
大
運
動
の
波
が
、
ボ
カ

l
ジ
ュ
地
方
を
ふ
く
め
た
西
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
全
体
を
お
お
う
の
は
、
こ
れ

よ
り
も
お
く
れ
て
十
二
世
紀
の
末
頃
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、

m，
b
g
g℃
や
セ

l
ヌ
下
流
の
諸
修
道
院
か
ら
直
接
・
間
接
に
全
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
修
道
院
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
第
6

図
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
o

た
だ
例
外
的
な
の
は
、
西
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
の
母
修
道
院
出
自
任
ヨ
と

ω
2釘
ミ
の
場
合
マ
あ
る
o

と
く
に
サ
ヴ
ィ
ニ

l
修
道
院
は
重
要
で
、
一
一
一
一
一
年
、
同
修
道
院
を
創
設
し
た
ぎ

S
F
の
努
力
に
よ
っ
て
、

会
と
合
併
さ
れ
る
以
前
に
、
こ
の
ベ
ネ
デ
ィ
グ
ト
会
修
族
に
属
す
る
多
く
の
娘
修
道
院
が
生
れ
、

gHHHHOロ
F

図
。
恒
三
U
2
の
三
修
道
院
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

一
一
四
八
年
に

γ
ト
l

セ
l
ヌ
東
部
に
も

Z
2
8
5
2
司

cc・

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
よ
う
な
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
修
道
院
の
発
展
過
程
で
、
修
道
院
の
附
属
集
落
と
し
て
の
ブ
ー
ル
の
建
設
も
ま
た
、
十

一
・
二
世
紀
に
は
軌
道
に
の
っ
て
詠
え
る
。
司
教
都
市
1
シ
テ
の
衛
星
集
落
が
同
時
に
修
道
院
ブ

l
ル
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ル

1
ア
γ
の
日
・
l
O己
巾
ロ
、
ェ
ヴ
ル

l
の
曽
・
l吋
自
己
口
、
リ
ジ
ュ
ー
の
日
・
l口
合
町
、
セ
エ
の
曽
・
l
Z
R片
山
口
、
パ
ユ

l
の
曽
・
l
〈
紅
白
、

そ
し
て
建
設
都
市
カ

l
ン
の
盟
・

!
?
-
2
5
と
『
吋
江
口
止
か
な
ど
の
諸
9

ア
ー
ル
に
つ
い
て
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
ぞ
れ
以
外
の
ケ

i
ス
で
、
お
そ
ら
く
修
道
院
ブ
ー
ル
に
関
し
て
は
最
古
の
文
書
と
忠
わ
れ
る
-
冊
目

2
(
I出
乙
古
巳
ロ
)
に
つ
い
て
史

料
を
引
用
じ
よ
う
。

-266~ 

【
史
料
日
】
(
(
型
阻
止
宮
D
E
O口同
2
2
0
可
邑
在
同
巧
己
E
g
g
n
D
B
2
2
2
5
2ロ目白叩

O
Bロ
2
8
5
5
2岳ロ
2
常
包
括
巳
5
2
E
S
g
官
g

z
r
o
gけ口町口問

S
E
E
5
0
5凹門
2
2
5
w
《凶丘二
ρ
5
ロ
s
z
s
g
r
E円
mEH同町田口町
g
b
a
H口白山匂凹戸
H
H
H
B
D
E
E
R
-ロヨ・己

HOAFTSE-
入山内町時的丸町
h
n
t
h
n
h

(

沼

}

ャ

丸町ヤ
ι

可口、回忌同誌色町問、ロ・]{叶∞・
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第6図 11， 12位紀ノルマンデイにおける修道生活の普及
(資料:Documenfs de l'histoire ae la Normandie， 1972.) 
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中
世
ノ
ル
マ
Y
ヂ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

判
権
(
包
ロ
m巳
ロ
叩
)
並
び
に
市
場
税
(
邑
0
5
0
)

こ
の
史
料
の
意
味
は
明
快
で
、
ギ
ヨ

1
ム
庶
子
公
は
、
-
何
回

2
修
道
院
に
、
彼
が
こ
の
修
道
院
所
在
地
区
に
所
有
し
て
い
る
流
血
裁

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
慣
習
法
上
の
権
利
を
譲
渡
し
、

ー
ル
を
建
設
す
る
認
可
を
あ
た
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ル
・
ベ
ッ
グ
修
道
院
が

国
叩
口
。
ロ
山
口
(
又
は
」
の
修
道
院
の
か
た
わ
ら
に
ブ

国ゆユロ何回一
v

に
よ
っ
て
こ
の

地
に
た
て
ら
れ
た
の
は
↓

O
三
九
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
ブ
l
ル
が
建
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
場
合
、
ブ

認
可
な
し
に
、

ー
ル
の
建
設
権
は
、
高
級
裁
判
判
権
と
共
に
、

お
そ
ら
く
は
中
級
領
主
の
主
導
権
に
よ
っ
て
ブ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
て
い
る
ケ

l
ス
も
認
め
ら
れ
る
。

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
の
慣
習
法
上
の
権
利
に
属
し
て
い
た
。
し
か
し
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
の

門
史
料
臼
】
(
(
・
:
山
口
三
nowρ
戸F
o
-
-
S
F
R
E
Z己
F

S
口
問
官
官
H
w
r
日間
-
E
5
8
5
5丘
ご
め
片
岡

}
H
O
E
S
ロ
叩
口
氏
自
OHHHO
巳
江
田
同
血
性
白

or
巳
件
。
〉
-
p
m
2
5

(
鈍
)

ロ戸ロロロ古田
Ji
同・
)
)
O三
F2v口

iz--
同-HHH
・

こ
の
史
料
の
意
味
は
、
彼
(
担
口
阻
止

g
p
出口

m-2己
乙
は
、

drロ叩
Ei--白
ハ
仏
名
ゲ
ロ

2
5己
乙
と
よ
ば
れ
た
ヴ
ィ
ク
ス
〈
己
口

5
)
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の
中
に
、
ブ
l
ル
を
建
設
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
高
い
ブ
ナ
の
木
で
お
お
わ
れ
た
つ
き
出
た
山
に
よ
っ
て
、

〉
民
同
m
E
B
(〉
口
町
白
山
)
と
よ

ば
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
〉
口
町
田
山
(
又
は
〉
E
R
a
t
)

は
ル

l
ア

γ
と
デ
ィ
エ

y
プ
の
間
に
あ
り
、

そ
の
0

ア
ー
ル
岡
田
口
巾
戸
山
JL-
戸田

は
〉
己
目
同
宅
地
区
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
正
篠
な
位
置
は
分
ら
な
い
が
、
十
一
世
紀
の
〉
丘
『
ミ
の
僧
会
教
会
合
乙
広
虫
色
巾
)
を
核
と
す

る
ブ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
9

ア
ー
ル
の
建
設
者
は
、
こ
こ
に
引
用
し
た
文
章
の
少
し
前
に
で
て
く
る
領
主

E
g丘
g

r
z
c
m
-
2己
白
(
仏
名
担
岳
山
丘
母
国

2
m
-
2巴
巾
)
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
司
教
都
市
並
び
に
カ

l
γ

の
諸
修
道
院
ブ
ー
ル
を
除
い
て
、
十
一
世
紀
の
史
料
で
修
道
院
の
附
属
ブ

l
ル
を
篠
認

で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
-
叩
切

2
1出
巾
ロ
O
己目
P
M吋私自
B
H
u
w
z
o
E門
司
己
目
巾
豆
戸
巾
室
。
己

ω同・
lv向日
b
y乙
w】
μH1AmBE5c(US江口
o
ロ
(
h
o
ロロゲ巾凹〉
w



ω時
LH仲
4
g民
日
♂
ハ
以
上
、
第

3
図
の

4
1
肋
〉
、
同
じ
く
僧
会
教
会
に
附
属
す
る
ブ
ー
ル
の
倒
と
し
て
は
、
〉
長
一

a
w
n
r
2
r
g同
muZOH仲間
F
E

が
あ
げ
ら
れ
る
。
士
一
世
紀
に
は
、
修
道
院
附
属
プ
ー
ル
と
し
て
、
伊
項
目

E
F
F
B
E
S
T
-
-
T
H
N
o
m舟
H
W
F
5
3
n
c
g
o
E
z

rs一旬
ωぐ
も
い
め
民
巾

l
g
T盟
諸
国
wωplω2叩
HVV向
。
己
号
。
口
同

m
v
F
m
g
a
n以
上
、
第
3
図
の
ロ

l
却
〉
、
同
じ
く
僧
会
教
会
附
属
ブ
ー
ル
と

し
て
は
、
冨
A
W
E
o
g
Eゐ
8
2ー
の
同
日
目
。
z
F
ハ
第
3
図
の
幻
沼
会
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
プ

t
ル
の
場
合
、
ブ
ー
ル
が
修
道
院
の
周
囲
に
自
然
に
、
あ
る
い
は
人
為
的
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
修
道
院

が
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
グ
l
ル
の
中
に
建
設
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

M
・
レ
メ
ヌ
は
第
一
の
ケ
l
ス

が
多
γ

か
申
た
、
之
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
理
的
・
経
済
的
諸
条
件
が
集
落
の
発
展
を
容
易
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
そ
れ

ほ
ど
』
古
〈
は
な
い
修
道
院
の
か
た
わ
ら
に
、
多
か
れ
少
か
れ
急
速
に
一

(ZHm55
が
形
成
さ
れ
た
。
完
全
な
荒
野
に
創
設
さ
れ
た
修
道
院

さ
え
も
、
そ
の
場
所
が
集
落
の
立
地
と
し
て
全
一
く
不
適
当
で
な
い
限
り
、
間
も
な
く
ブ
ー
ル
を
包
摂
す
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う

|
l
匂

し
か
し
既
存
の
ブ
l
沙
の
か
た
わ
ら
に
、
あ
る
い
は
そ
の
内
部
に
、
宗
教
的
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ー←269-

【
史
料
日
】
(
(
:
・
0
丹

市

S
H
R
O
B宮
口
凹
阻
止

o
s
e
s
E二ぢ
O品
目
巨
印
刷
】
角
ぽ

E
i曲
目
凹

E
B
F
8
5
r
c己
8
5佐
官
同
区

R
H
E
E
匂

R
S
F
ρ
E
5
2

n
一位)

官
Z
H口
同

Fmw巾
同
市
告
仲
間
同

m
r
ω
『

5
3
c
ω
・
同
官
民
民
o
q
D叶
白

B
E
d
-門
限
一
叫
広
岡
昨
日
ず
百
回
目
。
白
口
四
回
目
町
内
一
一
て

O
E
2山
d
i
g
-
w
吋

-
H
H

こ
の
史
料
に
ょ
う
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
宮
・
l
何
言
。
己
同
に
お
い
て
、
十
一
一
世
紀
の
中
頃
、
修
道
院
の
一
再
建
に
あ
た
り
、

k
F
2
5江戸

な
に
が

L

母
J
2
2
5
U
1
某
な
る
者
が
、
「
そ
の
世
襲
財
産
の
故
に
所
有
し
て
い
た

T
均
的

g
C片付
g弘
帥
の
三
一
分
の
ご
を
寄
進
し
た
、
と
い
う
に
と

で
あ
り
、

た
と
え
同
一
)
の
場
所
に
ず
レ
・
/
ル
マ
シ
時
代
の
修
道
院
の
痕
跡
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
d

は
則
と
し
て
、
こ
の
時
点
で
修
道
院
を

建
設
す
る
以
前
に
、
既
に
ブ
ー
ル
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



中
川
世
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

と
こ
ろ
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ノ
ル
マ

γ
人
の
侵
入
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
著
名
な
東
部
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
修
道
院
は
、
ブ
ー

ル
や
そ
の
附
属
財
産
の
所
有
に
積
極
的
な
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

F
・
ロ
ッ
ト

2
・
F
2
)
の

Fld司
自
仏
己
一
-o
修
道
院
の
十
二
世
紀
半
ば
の
土
地
財
産
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
引
用
し
て
お
こ
う
。
こ
の
修
道
院
の

か
た
わ
ら
に
、
お
そ
ら
く
は
十
世
紀
半
ば
い
ら
い
、
徐
々
に
一
つ
の
小
集
落
λ

す
な
わ
ち
、
ゲ

O
E
m
ω
件

l
者
間
口
骨
巴
ゆ
が
形
成
さ
れ
て
き

た
。
ブ

l
ル
は
小
教
区
教
会
曽
・
l
y
凸
岳
冊
目
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
教
会
並
び
に
十
分
の
一
税
は
、
ブ
ー
ル
と
と
も
に
修
道
院
に
帰
属

L
た
。
修
道
院
は
ま
た
ブ

l
ル
の
(
(
裁
判
、
市
、
市
場
、
慣
習
法
)
)
に
関
す
る
権
利
、
建
築
用
材
や
薪
を
近
隣
の
森
で
伐
る
権
利
を
も
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
商
業
上
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
セ
!
ヌ
川
に
臨
む
そ
の
位
置
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の
ブ
ー
ル
よ
り
い
っ
そ
う
重
要

な
の
は
の

E
仏
巾
ゲ
叩
の
で
あ
っ
て
、
修
道
院
は
何
ら
か
の
方
法
で
そ
の
所
有
権
を
確
保
し
、
ロ

2
仏
与

2
の
土
地
、
教
会
、
十
分
の
一
税
、

裁
判
権
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
港
や
市
場
を
も
所
有
し
た
o

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
市
場
は
一
一
三

O
年
頃
、
前
述
の

σ
0
5
m

pld司
SE--ゆ
か
ら
の

E
P
Z
に
移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
議
こ
う
し
て
サ

γ
・
ヴ
ァ

γ
ド
リ
ル
の
ブ
ー
ル
は
背

ジ
ュ
ミ
エ

l
ジ
ュ

C
C
B
5
m
g
)
の
場
合
は
、
そ
の
ブ
ー
ル
が
確
認
で
き
る
の
は
一
二
二

O
年
頃
に
な
っ

. -270目

景
に
退
い
て
し
ま
う
。
一
方
、

て
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
十
一
・
二
世
紀
の
修
道
院
が
ブ
ー
ル
の
所
有
を
重
視
し
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ブ
ー
ル

1
修
道
院
関
係
は
、
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
で
は
第
二
次
修
道
制
度
普
及
活
動
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
換
言
す
れ

ば
、
キ
リ
ス
ト
教
再
征
服
運
動
は
、
と
り
わ
け
公
領
の
西
半
分
の
開
拓
政
策
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

B
城
砦
ブ
l
ル

城
の
附
属
集
落
と
し
て
の
ブ
ー
ル
の
形
成
は
、
十
一
…
世
紀
末
頃
か
ら
公
領
の
西
部
・
南
部
国
境
地
帯
を
中
心
に
史
料

に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
。
最
初
の
史
料
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
宮
OHH出
品
ロ
伯
ロ
ベ
ー
ル
ハ
同
NormH同
〉
の
領
有
に
な
る
斗
色
-
2
H
並

び
に

ω
#
l
E巳
包
括
の
城
砦
ブ
]
ル
で
あ
る
。

Z
O
H
S
E
伯
は

P
A
2
u内
伯
な
。
と
と
共
に
、
流
血
裁
判
権
を
所
有
し
、

ノ
ル
マ

γ
Jア
ィ
ベ
み



の
法
令
に
お
い
て
も
、
司
教
た
ち
の
あ
と
、
大
バ
ロ
ソ
層
の
真
先
に
署
名
す
る
よ
う
な
有
力
な
貴
族
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
す
で
に
ハ
ス

キ
シ
ズ
(
…
h
F
国
・
回
出
回
W
吉
田
〉
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
十
一
世
紀
に
お
け
る
こ
の
伯
領
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ブ
ウ
サ

l
ル

G
・回

0
5回
日
仏
)
の
個
別
研
究
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一

O
二

O
年
頃
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
冨
。
江
田
山
口

ベ
ー
ル
・
ル
・
マ
ニ
フ
ィ

1
グ
の
治
下
、

ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
公
リ
シ
ャ

l
ル
一
世
の
孫
に
あ
た
る

φ
ロ
巾
込
巾
号
、
が
領
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
伯
領
の
形
成
出
、

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
と
ブ
ル
タ

l
ニ
ュ
公
と
の
戦
争
の
末
期
に
あ
た
り
、
こ
の
時
期
に
二
つ
の
公 ロ

伯
領
は
、

領
の
国
境
が

8
5
2。
ロ
川
に
よ
っ
て
決
定
的
に
確
立
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

c
gユ
巾
号
は
十
一
世
紀
中
頃
、

パ
ロ

γ
層
の
反
乱
に
連
座
し
て
失
脚
し
、
伯
領
は
没
収
さ
れ
る
o

そ
の
後
ギ
ヨ

I
ム
庶
子
公
は
、
こ
の
伯
領
を
あ
ら
た
め
て
彼
の
異
母
兄

コ
タ
ソ
タ

γ
と
ブ
サ

γ
の

弟
の
ロ
ベ
ー
ル
(
岡
山
0
σ
2
4
に
あ
た
え
て
い
る
。
次
の
二
つ
の
史
料
は
何
れ
も
こ
の
ロ
ベ
ー
ル
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
M
】
(
(
〉
生
E
X
買
え
R
g
d司
自
己

HHHgnogg
包
仏
2
8
Z
S
E
任命日
8
2
吋。
--EFM同F
E
-
-
ι
2
2
5
5
2回目
H
H
H
H
H
Z
U
g円四
0
5
8
2
3

(

M
岬

)

HHHr戸片岡
0
5
2
:
・))HgNU
〉同口
E〈
g
Z
2
H
O
E
-
2
(口
戸
、
』
・
回
o
z
g
R
e

【
史
料
日
】
(
(
出
2
吉
田
巴
仏
各
国
E
g
oロ田口}戸田口け
O
口Oロ回同
2
2
5
5旨

8
2
p
m止
唱
え
伊
丹
S
B
E
g
s
-巳
O
z
-
-
r
R巾
R
H
S自
己
話
口
D口町内
ω島

}gZHO
三口同国件。
-
r
g
E
C
5
2
2
5
2
5苛口
2
2
8
5
2氏。ロ♂

2
5
B
S
S
ω
5
2口三ロ
H
5
2
5
8口
口
氏
出
口
間
同
H
F
U
Z
ロ巳
2
Z
5
E片岡
2
払

《宮『戸
E
B
D口出口
}HFHOH吋
ゆ
ロ
ロ
ロ
ヨ
三
円
四
富
岡
山
L
E
r同E
Eロハ
rHSwρ
巳

-Eω
ロ
ロ
同
耳
目

r
g
u
F
Sロ
島
田
口
乏
し
)
呂
∞
ω
"
n
b
b
M
4
8
九
四
句
白

SHl切
言
色
町

Hl~刊誌干

(
釘
)

』い由民、、会同・円、ロ・
U
N
-
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史
科
目
は
、

一
O
八
二
年
、
宮
CH仲
間
山
口
伯
ロ
ベ
ー
ル
が
、
征
服
王
ギ
ヨ

1
ム
の
同
意
の
も
と
で
、
言
。
同
宮
山
口

の
僧
会
教
会
(
(
日
・
l

何
言
。
己
同
)
)
を
建
設
し
、

こ
れ
に
豊
か
な
聖
職
禄
を
あ
た
え
た
と
き
の
文
書
の
一
節
で
あ
る
o

伯
は
同
僧
院
長
に
、

、H
，巳日目

2
H
(第
3
図

の
M
)
の
市
場
税
に
つ
い
て
は
四

O
ソ
リ
ド
ヮ
ス
の
サ

γ
ス
を
、

ま
た
そ
の
城
門

g忠
2
5
)
に
つ
い
て
は
三
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
寄
進

北
大
文
学
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紀
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史
料
刊
に
つ
い
℃
o
円
同
町
叩
3
b
l
呂
田
&
の
領
主
の
丘

-zcg叩
は
、

お
そ
ら
く
一

O
九
三
年
、

ト
ク

ノレ

の

ω
?
l
』己目

3
修
道
院
の

宿
坊
に
巡
礼
と
し
て
投
宿
し
た
さ
い
、
同
修
道
院
へ
再
度
の
寄
進
を
行
い
、
先
に
寄
進
し
た
彼
の
領
地
に
あ
る
〉
5
r
2
の
ヴ
ィ
ラ
並
び

一
税
に
、

「
彼
が
今
後
自
己
の
械
の
中
に
で
あ
れ
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
慣
習
法
上
の
諸
賦
課
を
自
ら
に
留
保
す
る
こ
と
な
く
譲
渡
し
、
そ
し
て
か
ま
ど
に
対
す
る
完
全
な
十
分
の

あ
る
い
は
城
の
ま
わ
り
に
つ
く
ら
れ
る
す
べ
て
の
ブ

l
ル
の
中
に
で
あ
れ
、

建
造
さ

に
牧
地
合
、

れ
る
す
べ
て
の
か
ま
ど
に
対
す
る
課
税
」
を
寄
進
に
加
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
の
史
料
に
は
、
か
ま
ど
の
他
に
、
水
車
、
市
場
、
市

な
ど
に
対
す
る
課
税
権
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ブ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
史
料

M
の
場
合
と
同
様
、
都
市
的
機
能

を
と
も
な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

モ
ン
・
サ

γ
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
修
道
士
た
ち
の
仇
敵
吋
ro自
由
回
忌

ω回目
E
l
H
Eロ

顕
の
も
の
。
「
ト
マ
は
彼
の
城
と
彼
の
ブ
ー
ル
を
建
設
す
る
た
め
に
、

史
料
口
は
、

に
つ
い
て
の
記
録
で
、

十
二
世
紀
初

森
の
木
を
す
っ
か
り
伐
り
と
っ
た
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ

ハペ

υ
巧

f
η
L
 

は
二
流
の
領
主
が
一
流
の
貴
族
の
地
位
に
上
昇
す
る
こ
と
を
求
め
て
、

シ
ャ
ト
オ
と
ブ
ー
ル
を
一
挙
に
建
設
し
よ
う
と
し
た
ケ

l
ス
で
あ

る
O 以

上
の
よ
う
な
城
と
ブ

1
ル
の
結
合
は
、
単
純
な
共
存
関
係
で
は
な
く
、
緊
密
な
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
は
っ
き
り

示
し
て
い
る
の
は
〉
吋
m
m
R
F可
ハ
バ
ユ

l
近
傍
、
第
3
図
の
お
)
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
関
す
る
十
一
世
紀
中
頃
の
史
料
で
あ
る
。

門
史
料
問
】
(
(
開
問
。
当
日
ロ
0
5
5
8
B
a
r
m口
口
言
色
目
E
B
仏D
ロ伊丹ル
0
5
5
F
B
g
z
こ
-zsg
与

O
Bロ
5
5
8
5
5
z
b巳
r
g
B巳回。目印巾口
Oロ口止
OW

E
-ロ
日
間
口
戸

5
8
ご
ω
円

2
5
2
E
ロ
8
0
3
5口
昨
日
間
-H2玄
ロ
2
2
5旨
g
g
E
E
ロ
E
g
B
σ
日
間
自
由
宇
戸
田
白
色
ω
仏巾

kr円

m
g同
刊
日

0・)
)
H
O
ω
印

1
5
2
M

『

円

叫

)

h
h
H
h

丸
町
句
礼
宮
内
句
丸
町
見
句
、
さ
白
誌
、
民
間
、
ロ
0
・

H
m叶
・

こ
の
史
料
は
戸
巾

na
の
領
主
叶
ロ
由
民

E
出
向

E
L
5
(仏
名
、
叶
己
主
ロ
出
血
広
石
)
に
よ
っ
て
の
白
山
田
可
の

ω
?
l
〈
-moH
修
道
院
に
対

北
大
文
学
部
紀
要



中
世
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
l

ル
』
の
分
布
と
そ
の
音
笠
説

し
て
な
さ
れ
た
寄
進
の
確
認
状
の
一
節
で
あ
る
c

こ
の
引
用
文
の
前
で
、

ギ
ヨ

l
ム
庶
子
公
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
寄
進
の
内
容
と
し

て
、
呂
田

5
2
〈
白
「
。
。
丘

a
w
E
E
mロ
可
に
あ
る
領
主
叶

EH訂
正
田
の
所
領
、
並
び
に
の
み
向
日
2
に
お
け
る
塩
田
、
森
林
に
お
け
る
採

薪
権
が
記
さ
れ
て
い
る
o

そ
の
土
で
、
庶
子
公
は
、
彼
の
手
に
確
保
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
慣
習
法
上
の
権
利
か
ら
、
こ
れ
ら
の
譲
渡
地
を
免

除
し
、
「
修
道
院
に
属
す
る
人
び
と
が
、

k
F
H
m
g江
戸
自
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
目
ら
そ
う
す
る
場
合
を
除
い
て
、
軍
役
に
召
集
さ
れ
な
い
よ
う

に
」
明
確
に
規
定
し
て
い
る
o

こ
の
史
料
か
ら
、
ブ
ー
ル
の
住
民
は
、
彼
ら
が
少
く
も
世
俗
領
主
に
属
す
る
限
り
、
寧
役
に
従
事
し
て
い

た
こ
と
が
逆
推
さ
れ
る
o

換
言
す
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
安
全
は
シ
ャ
ト
オ
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
が
、

一
方
ブ

l
ル
は
シ
ャ
ト
オ
の
守

備
隊
を
補
給
す
る
役
割
を
担
っ
た
、

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

以
上
、
修
道
院
プ

1
ル
と
城
砦
ヅ

l
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
結
果
、
ブ
ー
ル
は
、
精
神
的
保
護
を
象
徴
す
る
修
道
院
、
軍
事
的
保

城
、
ブ

l
ル
の
三
位
一
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、

L
・
ミ
ユ
ッ
セ
の
個
別
研
究
に
な
る
バ
ユ

l
司
教
領
の

】

U
F呂
田
l
(
E
B
O
L
d
J第
3
図
の
泣
〉
、
並
び
に
、
。
丘
町
江
口
三
即
日
の
教
会
史
か
ら
引
用
さ
れ
る
先
述
の

E
Fス
ゲ
ロ
己
主
-
と
の
ケ

1

~ 214~ 

護
を
象
徴
す
る
城
、
こ
の
両
者
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
、
保
護
さ
れ
た
植
民
集
落
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
修
道
院
(
又
は
教
会
)
、

ス
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
o

こ
こ
で
は
、
十
四
世
紀
に
都
市
的
集
落
と
し
て
再
建
さ
れ
た

F
叩

Z
2
g己
括
の
「
古
い
プ
ー
ル
」

(
4
2
5
E
H
m
g〉
に
つ
い
て
、

A
・
プ
レ
ー
ス
(
〉

-
E即
日
訟
乙
の
研
究
か
ら
指
摘
し
て
お
こ
う
。
第
7
図
を
参
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ

う
に
、
古
い
戸
ゆ

Z2σ
。ロ
Hm
は
二
つ
の
楕
円
形
の
や
フ

I
ル
の
接
合
し
た
形
を
し
て
お
り
、

一
つ
は

r
oロ
H
m
p伊豆
l
F己
(
商
業
集
落
的

機
能
も
果
し
て
い
た
〉
で
、
他
は
ゲ

ORm-ω
巳
見
l
H
E
ロ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
ブ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
先
端
部
を
城
で
保
護
さ

れ
て
お
り
、
城
と
ブ

1
2緊
密
な
一
体
を
形
成
し
て
い
弘
こ
こ
に
も
、
城
と
一
教
会
に
よ
る
「
保
護
さ
れ
た
植
民
」

(
L
-
ミ
ユ
ッ
ゼ
)

の
一
例
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
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A Chateau f邑odaL

B Bourg Saint-Paul 

C Bourg Saint-Jean 

(Di:l:.旧城~Jk)

Eglise St-Pierre-et-St-Paul 

Eg1ise. Saint-Jean-Baptiste 
D0nj01l 

・一古い壌の痕跡(1869年まで・見られた〉

(資料:A. Plai田e，La baronnie dit Neu-
bourg， 1961， p; 24) 
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制緩--\J~ νEミ t最初~.;1。

(凹〉キミ11亘社くa:>1 1110:' Fo¥culfus科(?;!'Wト¥...~ H (Angers) 

Q 1\-.1>守得、t'~ Q 主主m;~Q .Q.;1 .R& i1' 'JQ 録時141 必然v :t!~ニ

トλ'.).H Q"~ー士 Q選出択以時的兵役田~‘幸司 (prope muros 

Andecavis civitate...."alodus noster infra burgum Ande-

cavensium non longe a muros prescripto)J] i1 0 ムド~，..J

Vユ向。 Cartulairede Saint-Aubin d'_4ngers (岳d.，B de 

Broussillon)， t. 1， nO
• 36， p. 59. 

(<0)長 11 川母 11'~ーミ削士1 出rI'， (puy) Q /iil~語以 W'J Q 

ヰ話4回以室主絡~.;1爪ー士s' 4tJ :法 (omnem burgum ipsius 

ecclesiae adjacentum) J] 占1帯主総.-J-?J.o l'ヤe量s' ミ('¥-，?;!:!#i1
E雲~\，.)二.;2← y ¥-' 0.，9 Q' 岳'if'耳~~' ~民主き， '~ーえ Q -H~号

令総~4v:!?' >¥J Q 似~匙E 凶4tJ:法制体烈~ .;10 Actes de 

Lothaire et de Louis V (ed.， L. Halphen et F. Lot)， 5， 

p. 12. 

(ト〉干そく長jf' 11';-、i'¥i<貯講話 Arnoul笠， St.-Remi Q 主~~割引

U'リs'.¥ Iトo((suburbium))->\J兵芝、士、-4--\J法廷~.;1
((quod burgum vocant))-ーーイV 血県I:il'j' ふ相土人J' if'型車'て

入P 主主I!lli!'除¥p >J Q ((burg田))以哩-rt0F¥'ν0.，90--¥J--¥J.，9

td.除担割~.;1 0 Marlot， Hist. de Reims， III， 692. (cit.， L. 

Musset) 

(∞〉長長8J~' 早同 λ すく/iil~革 Burçhard Q /iil <¥ll 0 09 --¥J '¥-'韓米側J

号車]¥ミト λ1ト'"11 ~ヰきとの『、{士J] Q令持...IJ>\-， Q~ill~~諮

:t司

(......) J. Schneider， Les origines des chartes de franchises dans 

le Royaume de France (XI"-XUe si色cles)((Les libertes 

urbaines et rurales du Xle au XIVe siecle))， Bruxelles， 
1968， p. 39. 

(CO.I) E. Lesne， Hi・stoire.de laρropri.占teecclesiastique en 

France， t. VI. Les eglises et les monasteres， centre 
d'accueil， d'exp!oitation et de peuplement， 1943， p. 394， 

pp. 392-93. 

(∞〉け Q岳<#:?;!Charte de Cormary， X. 23以感心.，9Q 'i-J'ム

ふー士 Q ((in burgo sancti Maritini))以ゼー組←の1100ト九

i'¥0 限昔話i1~かの限時若干J 時的。ぶ十奇士総rm;削 0~g側担S2.，9，. 

'J 0"~ ーえi1 0 ム νQ~~耳策特向。 Actes de Charles le 

Chauve (岳d.，G. Tessier)， t. 1， p. 225.制.;1898~923 0 

入争士，ミ接寝附Q料相!!it!'ム~-え Q ニ制 100 尻h 一夫

((burgus jamdictae urbis Turonicae)) Q柊矧制限Jνム向。
Actes de Charles III le Sinψle (岳d.，Ph. Lauer)， p. 14. 

(ザ)<同同年←' 示牛士士総rm;同?;! Saint-Sulpice Q主主網+1i1

Bourges Q;;， 1ト Q'~ ー士州通 ((totum burgum in civitate 

Biturica)) 令.J~烈~.;2 0 Actes de Charles le Chauve， t. 1， 

p. 478. ，f1，日r{i1 'J Q 今「\-~?;!.jQ初心会i1 ;;， IトQ-H-i1，¥-，?;!必

y' ぷ1トosuburbi1.lm 0-fトムr>¥J ~ ¥-' Si. Surpice議鍋銭
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c:n Recueil des Actes des comtes de Pontieu (1027-1279) 
(ed.， C. Brunel)， Collection d巴DocumentsInedits， 1930， 

pp. 67-69. 

(ピミ)1bid.， pp. 81-82. 
(;:';) M. Fauroux， Recueil...，p. 248. 
(口)Bayeux !?1~..Jい:t! L. :tviusset， Peuplement en bourgage 
et bourgs ruraux...， p.184. '" rl 0 平以ム6~ 官Pιrl-Q
civitas Q出国i!?1burgenses Q gr~手役摺買収J~ "， Q :t! 11!1!5l 

O社心初~向。主[' Recherches Sllr Bayeux， de l'岳poql'e

fra叫 U巴 auXIe si色cle((Rev. histor. de droit fr. et etr.))， 

1958， p. 620-621 (resllm的.料o!?1'Documents de l'his-

toire de la Normandie， Toulouse， 1972， pp. 87-89. 4Ii¥度。

(記)M. Fauroux， Recueil...， p. 130. 
〈自)H. Legras， Le bourgage de Caen， tenU1'e a cens et 

tenure占的1te(X1-XVe siecles)， Paris， 1911. pp. 36-39. 

(お)L. Musset， Peuplement en bourgage et bourgs ruraux...， 

p. 184 (n. 61).思1..J'Avranches Q~特設は~ Ponts-sous-

Avranches !?1 ((burgus Pontis))定崎 0.;2。制ぷ Orderic

Vital !?1-'"'にと~ (t. V， p. 63.)' J.E-相官様給促 Exmes!?1笠'

111111く社思，~'V.，;> 11 Ç' Q"~ ー士役4) 0 .;20 

(:;j) M. Fauroux， Recueil...， p. 225. 

(~) Arrets de I'Echiquier de Normandie (ed.， L. Delisle)， 

必需T言語側殺さ， !:::¥::::-，刊i¥ー主製鋼iili!?1't¥-' 0X王様相叫((burgllm

ejusdem sancti loci))づい告書隠..JI-'ム向。 Recueildes Chartes 

de l'abbaye de Cluny (剖.， A. Bruel)， t. III， p. 386. 

〈∞〉企.Lesne， op. cit.， p. 393， 396. ((vicus sancti Remigii)) 

Q 喪中士~t--"' 11'¥ Q倒里高幸子制主主告さ~.{2. '~~ t: vicus トburgus:t! 

t--"' 11'¥ 必:'..J騒制組理軍習 (curtisdominica) -'J!qllll[初~t(l-'J

5三 E重心必ム。ム.J:o.~え Q St.-Martin Q "1'.-えやド 11'¥一代 Q

St.-Vaast Q t--"' '" K Q -'"'."'!?1' ~ Iト絞t;Q巡烈盤戦線ぢ p

rヤ Q~~Q 記事担会!tI'f(~悪k!~ミ.;2 0 い鑓常...J120 

(宮〉ぷ+弐士;卦主Z同以吋t(lムふーさ Q-R 1ト1ム!ト .. ~ ( Q l$~割判明E

(長主l思*~主 1 O~当寝:t! 0:0)。凶ゼ TouraineQ Huismes 

お， >¥oQF'( I-'Q童，，1M望奨 トヤ~心土!>J Q~Q、一え Q*12

¥J.将兵， t\-' Q~Q~'( ド Q叫君主よお:，ν¥"1号..R，' 且Yー士事

。己認-'J..JI-' fき:i尽..JI-'ユトQ~-'=' Q.，;> Q ((quantumque Robertus 

comes in sua manu habebat， tam in burgo quam in omnibus 

omnino locis. ..))一一--'J:J1(叫怜烈..J.;2 0 Recueil des Actes de 

Charles 1II le Simtle (ed.， Ph. Lauer)， n O
• 123， pp. 

290-91. 

(口)J. Schneider， op. cit.， pp. 40-41. 

(出)Recueil des Actes des ducs de Normandie (911-1066)， 

(ed.， M. Fauroux)， 1961， pp. 74-76. 

(己)1bi・d.，p. 123. 
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1913， pp..66-67. 

(e$;) Ch. H. Haskins， op. cit.， p. 29， p. 54. 

(~) J. Boussard， Le Comt邑deMortain au xre si色cle((Le 

MOJ仰 Age))，1952， pp. 253-279. 

(お)Ibid， p. 260. ~王将 U0 tK薬 Q 医長味包耳!g:ljく..J' 1'."主~ 1¥ 'i' 1く

創世4三 0~ミ ~0!毛~R~必 l訴時出 (Archives Na:tionales V，~主

総)':Q' L. Delisle 0 $送信riU吋C'iJ獲民←。ぐ身oお君主主」浴同約

444i。

(~) Recueil des Chartes de l'abbaye de Saint-Benoit-sur-

Loire (剖.， Prou et Vidier)， Paris， 1904， t. r， p. 241. 

(沼)Alencon $総定 Alenconや Saint-Nicolas-de-Vignats

(Fal~se 0 県γ)u，.制-¥.!Montgommery保冷 Argentan
童三国oLa Courbe命令一入時i:!i;0 Saint-Sylvain !;l.¥ギム
帳台¥J"1'ー士会Jng:官以1長特J ν ユ-\.!ふーペ定尽心 ~ν:- 叫O

1. Mnsset， La mise en valeur de la foret de Gouffern au 

moyen age et le bourg rural de Saint-Nicolas de Vignats 

((BuU. Soc. Antiq. Normandie))， t. LII， 1952/54， pp. 223-

248. ~\盤。

(2il) J. Apport et P. Bernier， Essai sur le prieur岳etla baト

onnie de la FertふMace((Rωue Catholique Normandie))， 

1， 1891-.92， pp. 277-278. 

($) 1. Musset， Pe叩 lement...， p. 189. 

tr斜ヘ占ト ~'Jト守 fl~耳念的 W't'-一夫 .n Q~，~号^^-1~Ql申告総

P守 37.

〈自)R. Genestal， op‘cit.， p. 117 et n. 2. 

(~)十!記E誌は P ム ν~' Rouen， Brionne， Conches， Preaux， 

Dives-sur-Mer， Cambremer， Argences， Caen， Conde-sur-

Noireau.， Sau¥tchevreuil， S品es0 1 1 i宮十11割足以やムiJ
~y F岳camp，Saint-Pien:e-sur-Dive号， Bar:fleUf， EXmes， Ev-

reux， Li.sieux， Falaise 0 主J~O (1. Mu号set，op. cit.~ p. 185， 

n. 68， n. 69.) 

(~) M. Fauroux， Reclleil...， p. 425. 

(お)，) 0司11(!;lC¥ユドt!'M. de Bouard， La Normandie ducale 

((Histoire de la Normandie))， 1970， pp. 179-180; 1. 

Mllsset， Les domaines...， p. 45. ~ヨ"J~~足。

(~) Vital de Savigny以やムν営，Document de l'histoire 

d(! la Normandie， pp. 131-134. 0 も{写ì;:~ß長。

(~) M. Fauroux， Recual，…， p. 364.“お， ，) 0以察当， Ch. 

H. Haskins， Norman Institutio'ils， 1918 (Republish" 1960)， 

New York， p. 29， n. 109. !2.，;>長綴れJ兵νムト，，0

(自)Orderic Vital (ed.， Le prevost)， t. III， pp. 39-42. 

(~) 1. Musset， peuplement...， p. 187. 
(お)E. Lesne， op. cit.， pp. 393-394. 
(&1) Ord号dcVuaJ (ed.， Le pr岳vost)，t. U， p. 60. 

(自)F. Lot， Etudes sur l'abbaye de Sai'ilt-Wandrille， Paris， 
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P与
時

西
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
農
業
植
民
と
ブ

l
ル

農
村
ブ

I
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
西
部
の
農
業
植
民
と
の
関
係
が
主
要
な
課
題
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、

カ

ー
γ
平
野
部
と
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
の
よ
う
な
土
地
制
度
の
相
異
(
第
2
図
参
照
〉
は
無
視
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
こ
の
両
地
方

の
お
の
お
の
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
形
成
さ
れ
た
農
村
ブ
ー
ル
の
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

リ
ー
ル
川
流
域
か
ら
オ
ル
ヌ
川
流
域
の
中
部
ノ
ル
マ
ジ
デ
ィ
に
達
し
た
農
村
ブ
ー
ル
は
、

先
ず
肥
沃
な
カ

i
γ
一
平
野
部
を
占
拠
し
た
。
し
か
し
、

十
一
世
紀
中
葉
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
、

カ

l
ン
平
野
部
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こ
こ
で
の
ブ

i
ル
の
建
設
は
、
決
し
て
開
墾
に
よ
っ
て
あ
ら
た
な
耕
地
を
か
く
と

く
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
十
一
世
紀
に
す
で
に
こ
こ
で
は
古
い
ヴ
ィ
ラ
の
分
布
は
か
な
り
調
密
で
あ

り
、
ま
た
各
ヴ
ィ
ラ
の
面
積
は
し
ば
し
ば
五

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
状
態
で
、
あ
ら
た
な
開
拓
地
を
建
設
す
る
余
地

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
領
主
は
ブ
ー
ル
の
た
め
に
分
け
あ
た
え
る
こ
と
の
で
き
る
土
地
と
し
て
は
直
営
地

2
0
B
E
-
2
5〉

し
か
な
か
っ
勺
当
時
、
農
耕
賦
役
の
衰
退
に
よ
っ
て
直
営
地
経
営
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
土
地
領
主
は
、
一
般
に
全
村
落
領
域
に

分
散
し
て
い
た
直
営
地
を
、
時
に
は
保
有
地

(
4
2
2由。丘町田
wi--由
呂
田

m
s
r
o
Eお
2
)
と
交
換
し
た
り
、
あ
る
い
は
稀
に
で
は
あ
る
が
、

保
有
地
を
買
収
し
た
り
し
て
、
凝
集
し
た
小
集
落
で
あ
る
ブ

1
ル
の
立
地
を
確
保
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

北
大2
文
学
部
紀
要
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史
料
幻
は
、
呂
A
X
E
oロ
(
カ
ル
グ
ァ
ド
ス
県
、
デ
ィ

l
ヴ
川
流
域
、
第
3
図
の
幻
)
の
ブ

i
ル
に
関
す
る
十
二
世
紀
中
頃
の
文
書
で
あ

る
。
へ

γ
リ
!
二
世
の
財
務
官
(
口
出
5
2
2
2凹
)
何
回
ゲ
巾
戸
、
が
∞
白
山
口
同
巾

i切
R
Z
i
g
-〉
戸
習
の
教
会
参
事
会
員
に
、
デ
ィ

1
ヴ
川
の
冨
ふ
N
E
Cロ

(
冨

2
2
B
O門
目
。
巳
印
〉
の
附
近
の
彼
の
領
地
に
、
彼
が
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
土
地
、
並
び
に
こ
の
土
地
に
自
由
に
平
和
に
居
住
し
て

い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
(
昌
A
W
E
oロ
に
居
留
し
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
除
い
て
〉
寄
進
す
る
、
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る

o

そ
の
他
、

(リ日立
ρ
ロ
え
(
オ
ル
ヌ
流
域
、

カ
l
γ
市
西
方
、
第
3
図
の
お
〉
の
ブ

I
ル
に
関
し
て
、

カ
l
γ

の
ラ
・
ト
リ
ニ
テ
女
子
修

道
院
の
一
賃
子
帳
(
口
叩
口
氏
2
)
は
、
直
営
地

2
0
5
5
-
2
B〉
の
犠
牲
に
お
い
て
な
さ
れ
た
譲
渡
を
列
記
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
証
言
し

て
い
る
。
『
そ
し
て
さ
ら
に
し
ば
し
ば
ブ
ー
ル
を
建
設
す
る
た
め
に
(
直
営
地
が
)
交
換
さ
れ
た

(
2
2匂
2
1
5
p
x
a
s
s
zえ
ロ
ヨ

匂

HO
ゲロ
Hmc
同白ー巳巾ロ仏
O)』
ー
ー
ー
と
。

と
こ
ろ
で
、

-281-

カ
ラ
ピ

l
(
H
p
h民
間
ゲ
ぽ
)
は
、
こ
の
の
日
立
ρ
己
旦
の
ブ
ー
ル
に
お
け
る
ブ
ル
ガ

1
ジ
ュ
土
地
保
有
の
条
件
に
つ
い
て
考

察
し
、
そ
の
年
間
地
代
負
担
額
が
、
定
量
の
賃
貸
借
地
(
宮
ロ
ル

F
H
B乙
の
そ
れ
と
同
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ル
ガ

l
ジ
ュ
は
、
ノ

と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

ル
マ
シ
デ
ィ
で
は
早
く
も
十
三
世
紀
に
普
及
す
る
定
量
小
作

Q
2包
括
巾
)
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
る
、

彼
の
論
拠
に
な
っ
た
の
が
十
二
世
紀
末
の
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
幻
】

a

(

(

同ロロ
0
3
ず

民

間

o
w
u
p
H
H
Z
H
E江
田
口

H
A口同三
2
5
P
E
B
g
p
円
凶
凶
以
〈
H
m巳
ロ
ロ
回
目
切
り
の
の
の
え
凶
円
、

og))
門

U

白
ミ
・
己
宮
町
Hhh叫由

。
呂
町
ぷ
出

-
Z・
ζ
凹

-
v
t
H
r
h
o
-
-
g
4
0
b
(
(巨
広
g
u
〈
片
岡
田
芯
窓
口
巾

-
2
8
e
g同

AC巾
g
-
2
H
B
E白
HHHh258片山
)

)

」

gミ
-uhC}
・
8
H
。

の
小
麦
、

史
料
幻
の

a
か
ら
、
。
由

G
E
g仲
の
(
(
ロ
。
4
5
E
H
m
g
)
)
に
お
け
る
年
貢
租
は
全
体
と
し
て
、
四
二
と
四
分
の
三
セ
テ
ィ
エ
(
由
2
2
5〉

八
六
羽
の
め
ん
ど
り
、
並
び
に
八
四

O
箇
の
卵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
o

こ
の
ブ
ー
ル
の
面
積
は
お
よ
そ
二
一
ア
;
グ
ル

北
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文
学
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紀
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目
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E
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r
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四
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0
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r
o
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目
仏
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H
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H
m
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E
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g
r
m
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F
Z
o
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E
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-
2
-
g
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同
巾
帥

(
U
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』

O戸
凹

S
F
2
Z
0・))HωH少
』
い
同
た
培
、
、
問
、
時

NNhH
弘
司

NQN礼
町
屯
さ
な
九
時
切

aHRNNhH-

本
章
マ
直
接
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
地
域
と
時
代
か
ら
い
っ
て
、
最
初
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
、
史
料
何
日
の

ω包
E
1
7
F
H片
山
口

l

p
m
l
w
o
U
の
ブ
ー
ル
(
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
、
オ
ル
ヌ
川
と
デ
ィ

i
ヴ
川
の
問
、

k
r
H
m
g
D
B
の
す
ぐ
南
方
)
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ

て
同
ブ
ー
ル
で
は
、
十
三
世
紀
に
、
ブ
ル
ガ
l
ジ
ュ
土
地
保
有
は
、

一
般
に
一
経
営
単
位
あ
た
り
年
間
二
一
ド
?
ニ
エ
の
貨
幣
地
代
、
並

び
に
年
二
度
の
馬
車
に
よ
る
運
搬
賦
役

(
ω
?
l
y
p
E
ロl
母印
l回
0
2
か

ら

号
-[gH凶出
l
o
m川
市
岡

ま
で
約
二
八
粁
米
〉
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
一
二
ド
ク
ニ
エ
と
い
う
貨
幣
地
代
の
額
に
つ
い
て
は
、
史
料
お
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。
す
な
わ
ち

-283-

HMOHH-oH田
i
E同
lk戸
口
内
凶
作

-
Y
の
ブ

1
ル
(
ユ

l

w
県
と
セ

l
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ

1
ム
県
の
境
、
ル

l
ア
ン
の
東
方
)
の
場
合
が
そ
れ
で
、

で
は
各
ブ
ル
ガ
l
ジ
ュ
保
有
者
毎
に
、
各
祭
日
に
つ
い
て
の
負
担
額
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
の
OHZ
某
の

ω戸
山
口
同
l

冨
Fnr乙
の
祭
日
、
開
3
0
E
某
の
聖
母
の
四
祭

H
に
お
け
る
地
代
と
し
て
、
何
れ
も
二
一
ド
ゥ
ニ
エ
一
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
む
そ
し
て

両
者
と
も
に
「
草
刈
の
賦
役
公
2
i
g
p
r
z
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
後
者
は
他
に
「
伐
木
の
義
務
」
(
邑
ゲ
骨

czε
を

'--
H 

負
っ
た
。

次
に
十
四
世
紀
は
じ
め
の
史
料
お
に
お
け
る

F
E
H
l
E巾
尽
巾

l
p
l
F
E
-
-可
の
ブ
!
ル
(
マ

γ
シ
ュ
県
、

サ
ソ
・
ロ

i
の
す
ぐ
東
方
)
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
保
有
農
あ
た
り
年
間
二
一
ド
ゥ
ニ
エ
、
ァ

l
グ
ル
あ
た
り
六
ド
ゥ
ニ
且
の
貨
幣
地
ー
代
-
を
負
担
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
一
保
有
農
が
保
有
す
る
ブ
ル
ガ
l
ジ
ュ
の
規
模
は
不
明
で
、
あ
る
が
、
史
料
却
の
冨
片
庄
市
日
号

北
大
文
学
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紀
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中
世
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
l

ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

-
w
O
H
5
0
の
例
の
よ
う
に
、
一
ブ
ル
ガ
1
ジ
ュ
ー
半
ア

l
グ
ル
が
通
例
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
一
ブ
ル
ガ
l
ジ
ュ
あ
た
り
一
二
ド

J
l
£
、
。

1
L
T
Z
T
L
 

ヮ
ニ
エ
と
な
り
、
こ
の
数
値
は
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
け
る
ブ
ル
ガ

l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
一
般
的
1
平
均
的
な
地
代
負
担
額
と
云
え
る
か
も

こ
こ
で
は
固
有
の
ブ
ー
ル
内
の
保
有
地
の
み
が
す
RS))
で
、
城
か
ら
賃
貸
さ
れ
た
保
有
地
は
(
(
自
由
2
5
&
)
で
数

な
お
、

え
ら
れ
て
お
り
、

両
者
は
と
も
に
九
三
・
五
と
い
う
数
値
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
o

し
た
が
っ
て
実
際
の
保
有
農
の
経
営
規
模
は
同
日
2

の
部
分
と

5
8己
2
の
部
分
の
結
合
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
史
料
的
検
証
を
通
じ
て
、

と
く
に
史
料

m
l
M
か
ら
、
中
部
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
農
村
ブ

l
ル
に
お
い
て
は
、

一
方
で
古
い

領
主
制
的
諸
負
担
が
衰
退
し
な
が
ら
も
完
全
に
は
消
滅
せ
ず
、
運
搬
や
草
刈
な
ど
の
賦
役
、
が
存
続
し
て
い
た
が
、
他
方
で
は
ア
ー
ク
ル
あ

た
り
に
換
算
さ
れ
る
生
産
物
、
又
は
貨
幣
形
態
の
地
代
が
成
立
し
て
お
り
、
来
る
べ
き
定
量
な
い
し
定
額
小
作
制
へ
の
直
営
地
経
営
の
転

換
が
予
告
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
一
つ
の
経
営
単
位
に
つ
き
一
二
ド
ゥ
ニ
エ
と
い
う
貨
幣
地
代
の
ケ

l
ス
が
東
部
・
中
部
・
西
部
の
各
ブ

ー
ル
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
比
較
的
軽
微
な
ブ
ル
ガ

l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
地
代
額
が
固
定
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
し
た
が
つ

-284-

て
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
農
村
ブ
ー
ル
の
経
済
的
先
進
性
の
局
面
が
表
現
さ
れ
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
都
市
的
ブ

i
ル
が
早
く
か

ら
発
展
し
、
貨
幣
流
通
が
農
村
地
帯
に
も
浸
透
し
た
オ
l
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
は
、

た
と
え
ば
ブ
レ
(
回

E
己
地
方
の
り

05-HB仏
の

ブ
ー
ル
(
セ

l
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ

l
ム
県
、
プ
レ
ー
ル
川
右
岸
)
の
よ
う
に
、
十
一
世
紀
中
頃
に
、
早
く
も
貨
幣
に
よ
る
貢
租
♀
巾
己
目
白
B

B
E
E
-
)日
常
口
氏
戸
混
じ
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

」
の
よ
う
な
傾
向
が
十
二
・
三
世
紀
に
は
し
だ
い

に
バ
ス
・
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
農
村
地
帯
に
波
及
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
(
以
上
、
第
3
図
の

a
J
d
参
照
〉
。

か
9
1
し
て
、

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
農
村
、
と
り
わ
け
古
典
荘
園
制
が
定
着
し
て
い
た
肥
沃
な
平
野
部
に
お
け
る
ブ
ー
ル
形
成
の
意
義
は
、
究

こ
の
ブ
ル
ガ
l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
特
殊
な
条
件
の
な
か
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
ェ
ネ
ス
タ
ル
い
ら
い
の
研
究
で
あ

局
の
と
こ
ろ
、



き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
私
法
上
の
特
権
、
す
な
わ
ち
、
保
有
地
の
個
人
的
譲
渡
や
相
続
の
自
由
と
い
っ
た
慣
行
も
ま
た
、

て
想
起
ミ
れ
な
け
れ
ば
司
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
、
こ
の
ブ
ル
ガ
l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
柔
軟
な
漸
進
的
性
格
の
中
に
、
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
け

る
直
営
地
経
営
解
体
期
の
最
初
の
社
会
的
対
応
関
係
が
凝
縮
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
領
主
に
と
っ
て
は
ブ

l
ル
の
創

出
こ
そ
が
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
直
営
地
か
ら
の
収
益
確
保
の
手
段
と
な
り
、
土
地
保
有
農

(
U
ブ
ル
ジ
ョ
ア
〉
に
と
っ
て
は
土
地
保
有

こ
の
際
あ
わ
せ

条
件
を
改
善
す
る
好
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

。)
ボ
カ

I
ジ
ュ
地
方

西
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
の
「
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
ー
一
と
総
称
主
れ
て
い
る
広
大
な
潅
木
林
地
帯
は
、
平
野
部
と
は
異
な
り
、

ま
ば
ら
な
古
い
定

住
地
の
周
囲
に
、
開
墾
を
ま
つ
ゆ
た
か
な
林
野
が
あ
り
、

の
で
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
、

し
た
が
っ
て
、
ブ
ー
ル
の
創
設
は
土
地
開
拓
運
動
の
一
段
階
と
し
て
出
現
し
た

の
よ
う
に
せ
い
ぜ
い

一一一マ

γ
ス
て
い
ど
の
小
規
模
な
も
の
で
も
、
同
じ
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
の
ブ
ル
タ
l
ニ
ュ
や
メ

l
ヌ
に
つ
い
て
ラ
ト
ヮ

l
ジ
ュ
が
描
い
た

ガ
ロ
H

ロ
l
マ
な
い
し
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
定
住
形
態
た
る
ヴ
ィ
ラ
(
そ
れ
は

。-A
山
口
一
可

-285-

ヴ
ィ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
〉
の
創
世
期
と
、
十
二
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
繁
殖
す
る
ア
モ

l

ハ
そ
れ
は
家

族
単
位
の
個
別
定
住
に
近
い
零
細
な
部
落
で
、
そ
の
名
称
に
は
語
尾
に

十
一
世
紀
末
頃
か
ら
十
三
世
紀
は
じ
め
頃
に
か
け
て
の
時
期
が
、

•• 

，
 

同

A
W
H
叩

な
い
し

2
2
が
つ
く
)
の
時
代
の
中
間
期
、

す
な
わ
ち

「
ブ
ー
ル
の
時
代
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

は
、
多
く
の
場
合
、
や
が
て
農
村
小
教
区
の
中
心
集
落
の
地
位
を
占
一
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
o

そ
し
て
こ
れ
ら
の
ブ

l
ル

さ
て
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
日
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
最
古
の
ブ

l
ル
は
、

十
一
位
紀
後
半
モ

γ
ゴ
メ
リ

l
家
の

見
。

m
2

二
世
に
よ
る
叶
H
O
R
ロ

の
サ
ン
・
マ
ル
タ

γ
修
道
院
に
対
す
る
第
一
一
の
寄
進
文
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
回

2
4

ァ
ド
ス
県
、
第
3
図
の
幻
)
で
あ
る
。

の
ブ
ー
ル
(
カ
ル
ヴ

北
大
文
学
部
紀
要



申
世
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

門
史
料
お
】
(
(
出
己

mowHF20
【
同
乱
回
円
借
ロ
ト
自
由
旨
片

o
n
F
g
Z片
岡

σ
日戸町

ρ
S
E
E
r巾
ゲ
伊
丹
区
出

-mR広
田
ゆ
円
借
口
吉
田

5
5
0
]
E丘
三

2
芯
ロ
田

B

E
戸
旨

(
日
山
)

r
c
m
1
2
F
o
r
u
m
s
-己
0・
L
0
2
5
3
F己
8
2
2
5
0
-
E
F
H
-
z
g
H
H
B
E
T
H凹
『
民
間
同
長
》

Hog-
、
H，HDRロ
・
ハ
口
町
-
w

一河

-
Z・
ω
2
5向
。
)

HNom2
二
世
(
史
料
で
は
同
州
諸
巾
岳
協

i
g
g
g
)
が
叶
H
O
Rロ
の
サ

γ
・
マ
ル
タ
ン

(ω
田
口
口
広

]r門
田
氏

tHHFpu
吋
H
O
RロC
〉

に
対
し

て
確
認
し
た
種
々
の
寄
進
ー
ー
そ
の
多
く
は
こ
の
時
以
前
の
も
の
で
あ
る
|
|
の
中
に
は
、
国
語
口

g
F
ω
尽
き
ロ
某
(
詳
細
不
明
)
の

寄
進
、
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
史
料
で
問
題
に
な
る
の
は

F

E

日
oHio
以
下
の
箇
所
で
、
こ
れ
を
訳
す
と
「
肘
Z
S
-
U刊
に
関
し
て

並
び
に
一
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
土
地
」
を
譲
渡
し
た
も

し
た
が
っ
て
、
阿
古
戸
司
の
ブ
ー
ル
の
起
源
は
、
単
な
る
一
領
主
(
国
語
一
戸

g
F
H凶
8
8ロ
〉
の
建
設
に
か
か
わ
る
も
の
で
‘
城
や
修
道
院

を
も
た
な
い
農
村
ブ
ー
ル
で
あ
っ
た
、
、
六
』
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ブ

1
ル
は
そ
の
後
六
六
一
年
た
っ
た
一
七
二
九
年
の
史
料

((足
m
sミ
言
、
皇
可

~
2
ミ
ロ
h
g
H
号

'
r宮内
l
M
S
S
U
H吋
NU))
に
「
五
な
い
し
六
戸
の
家
か
ら
成
る
ブ
ー
ル
」
と
し
て
.
再
現
し
て
い
る
σ

は
、
市
場
税
と
水
車
使
用
税
(
と
も
に
十
分
の
一
税
〉
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
ο

-' 286-

-
十
一
世
紀
後
半
の
他
の
一
例
と
し
て
、
領
主
何
回

2-
口
吋
曲
目
回
目
。
ロ
な
る
人
物
に
よ
る
司

0
5
3ミ
修
道
院
(
カ

l
γ
附
近
)
に
対
す

る
寄
進
文
書
で
確
認
さ
れ
て
い
る
列
O戸
4
2
0ロ
の
ブ
ー
ル
(
オ
ル
ヌ
県
、
第
3
図
の
お
〉
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
列
0
5
-
2。
己
の

r
-
E
l宮
阻
止
巾
教
会
の
半
分
と
一
ア

I
グ
ル
の
土
地
と
、
同
地
に
お
け
る
一
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

(
E
H
m
R
E
B〉
、
及
び
す
べ
て
の
彼
の

8
己
Z
5
2」
を
、
彼
の
最
初
の
寄
進
に
追
加
し
た
。
こ
の
史
料
の
正
確
な
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
十
一
世
紀
後
半
の
早
い
時
期
と
推
定

さ
れ
て
い
訟
な
お
こ
の
ブ
ー
ル
に
つ
い
て
の
後
世
の
史
料
は
な
い
が
、
そ
の
規
模
は

何件。ロ
4U『

の
場
合
と
大
差
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
o 以

上
の
二
つ
の
開
墾
系
ブ
ー
ル
は
、

ま
だ
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
の
周
辺
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
o

こ
れ
に
対
し
、
十
一
世
紀
末
、
こ
の
地

方
の
南
部
国
境
地
帯
に
建
設
さ
れ
た
城
砦
ブ

l
ル
の
発
展
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
ο

そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
冨
C
2
a
H】
の



衛
星
ブ
ー
ル
の
役
割
を
兼
ね
た
戸
巾
吋
巾
巳

2-
と

ω同
l

間
口
白
石
ゅ
の
二
勺
の
ブ
J
-
w
を
す
で
に
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
、

冨
O
三
回
目
ロ
伯
の
居
城
に
直
接
付
属
す
る
衛
星
ブ

i
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
o

【
史
料
幻
】
(
宮
口
r
H
(古田
HO口r
5
8
5汁
日
開

t
E
-
3
2
T
H
Hゲ田口山口
O
B
F
U
S
U広
三
ロ
同
5
・
5え
2
U
B
Z
宮回
E
B
B
-
2
2
r日
官
民

S
O
B口r
0
2
5

〈
臼
)

氏自己
F

件。円・
)
)
H
O

∞N
・(巳?"、円
F
の
O

口
ユ
同
口
同
)

(
却
)

【
史
料
お
】
且
(
(
注
目
ロ

Z
0
4
0
即日間
D
g
a
S
E
E
Eロ
5
2
5
B
g
f回口
S
E
P
-
-
)
)
呂田
N・(口町
-
w
H
国

OC祖
国
丘
)

b

(

(

何
回
血
8
0
C己
-
E
B
-

(
U
O
B
E
r
S
2
5
5
2
5
r日
間
ロ
ヨ

ζ
2
2
0ロ
ロ
・
》
口
町
N
W
F
L
F
門司

E
H田口《同吋ぬ

HHH(〉
E
F
Z
ω
片山
O口問
-2・
F
U
2
0
0
)
)
C
(
(
E
S正
問
自
主
主
g
s

z-u民間
D
H
)
B
L
K
S
2
5
5
0三国
]
2
5
冨
OH20ロ目。
BEg-))HNω
印・

(
k
r
R
F
Z
m昨日
o
g
r
r
F
由

U1ω(NH))

史
料
幻
は
冨
OH宮
山
口
伯

C
己
ロ
2
5
0
に
よ
る

富
山
H
g。
E
W
H
修
道
院
に
対
す
る
寄
進
文
書
(
一

O
八
二
)
の
一
節
で
、

Z
O
H仲間古
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伯
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
(
田
口
σ日
宮
巳

8
自
主
回
〉
や
冨
R
B
o
E
-
2
修
道
院
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
(
回
忌
日
Z
巳
目
。
E
n
r
o
E自
)
が
、

と
も
に
近

く
の
森
で
伐
一
木
権
や
放
牧
権
を
享
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
十
一
世
紀
後
半
頃
、
富
。
H
S
E
に
は
二
つ
の
ブ

l

ル
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

料
幻
と
同
じ
一

O
八
二
年
で
る
る
が
、
こ
こ
に
は
、
前
述
の

ル
、
即
ち

Z
2
P
O
E
m
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
意
は
、
新
ブ
ー
ル
ハ
Z
0
4
0
切
出
荷
。
)
に
関
L
て
は
、

史
料
却
の

a
は
、
史
料
日
で
引
用
し
た
冨
2
S
E
の
僧
会
教
会

ω岳
民
l
何一

2
2
F
へ
の
伯
の
寄
進
丈
書
の
他
の
一
節
で
、
年
代
は
史

Z
R
m
g
B
S
H
や
ゲ
0
5
m
g
o
E丸山
ρ
5
と
区
別
さ
れ
る
第
三
の
プ

l

一
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
そ
の

屋
敷
地

(
B
g
g
g
)
を
寄
進
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
也
主
こ
ろ
が
、
こ
の
新
ブ
ー
ル
は
十
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
伯
ギ
ヨ
l
ム

ら
に
十
三
世
紀
に
は
、

冨
C
H
S
E
の

回
-
同
ロ

nyo

b
の
ア
レ
キ
サ

γ
デ
ル
三
世
の
教
皇
文
書
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
さ

修
道
院
に
あ
た
え
ら
れ
た
第
四
の
プ
ー
ル
が
出
現
L
て
お
り
、

し
か
も
こ
の
ブ
ー
ル

に
よ
っ
て

F
i
mロ
可
修
道
院
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

北
大
文
学
部
紀
要



中
世
ノ
ル
マ
γ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
ー
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

は
左
記
の

ω2-mロ
可
修
道
院
の
ブ
ー
ル
の
分
解
か
ら
生
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
根
拠
が

c
で
あ
る
。

し
か
し
ブ
こ

L
・
ミ
ユ
ッ
セ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
史
料
幻
の
二
つ
の
ブ

l
ル
が
都
市
的
集
落
へ
発
展
し
て
い
っ
た
の
に
反

し
、
小
規
模
な
農
村
集
落
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

れ
ら
の
新
し
い
ブ

l
ル
は
、

な
お
、
十
二
世
紀
に
お
け
る
富
R
S
E
伯
領
の
他
の
ブ
ー
ル
と
し
て
、

一
一
一
四
年
、

サ
ヴ
ィ
ユ

i
修
道
院
の
記
録
集
(
の
白
Z
F日
B

P
ω
ミ
紅
白
可
〉
の
一
史
料
の
末
尾
に
記
さ
れ
た

-o
叶
C
R
F
2
の
一
ブ
ル
ジ
ョ
ア

2
5
m
m
E
F回
母
吋

r
g口
Y
2
0
)
の
、
証
人
と
し
て
の
存

在
か
ら
、
『
叶

2nrz
の
ノ
l
ト
ル
・
ダ
ム
寺
院
の
ブ
ー
ル
(
マ

γ
シ
ュ
県
、
第
3
図
の

4
〉
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

一
方
十
二
世
紀
に
ヴ
ィ

l
ル
守
町
四
〉
川
を
こ
え
て
ボ
カ

i
ジ
ュ
地
方
の
中
心
部
へ
向
っ
た
農
村
ブ

l
ル
の
一
例
と
し
て
、

E
・!
ω
2
2

の
ブ
ー
ル
ハ
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
、
第
3
図
の
問
)
に
関
す
る
史
料
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

【
史
料
却
】

((A55
胃
邑
吉
田
巾
口
口
]
呂
田
門
町

g
含

S
E
E
m
-
H
M間
三
宮
山
口
町

g
g
S
E
E
F
g
ュ
e
r
z
E
Z
5
2
回忌

2
2
邑

-on-EHr古
田
宮
司

(
勾
)

ロ
2
8
閉
山

5
5
2
Z
8
2
r日
間
巾

5
2
5
0
2
5回
日

『

2
2
邑
仏
O
B
D
2
5
8
5可
戸

2
5耳目・
:))HH日∞・
h
u
白
-
志
向
寝
込
忠
実
な
3
・
(nFFUFHNgMgrog〉

-288-

」
の
史
料
は
、

一
一
五
八
年
、
日
・
l
ω
2
2
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
、
彼
ら
の
家
の
建
設
に
あ
た
り
、
枯
木
を
使
用
す
る
権
利
を
認
め
た
教

皇
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
十
二
世
紀
半
ば
に
は
ブ
ー
ル
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ブ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
十
五
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
わ
た
る
多
く
の
証
書
や
訴
訟
記
録
が
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
古
文
書
館
(
〉
5
E話
回
含
の
と
4

邑
O
田

)

に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

一
七
二
九
年
の
史
料
に
よ
る
と
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
た
ち
は
多
く
の
場
合
、

『
住
居
や
、
そ
の
他
の
用
に

あ
て
ら
れ
る
小
屋
、
耕
地
、
野
菜
畑
、
牧
地
な
ど
合
計
三
四
な
い
し
三
五
エ
ー
カ
ー
の
土
地
』
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
『
そ
の
土
地
の
起

伏
は
古
い
シ
ャ
ト
オ
の
痕
跡
を
と
ど
め
た
』
と
あ
り
、
さ
ら
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
各
保
有
地
毎
に
『
保
有
地
相
続
税
、
十
三
分
の
一
税
、
そ
の



他
の
貢
租
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
』
て
お
り
、
数
ド
ゥ
ユ
エ
の
『
貨
幣
地
代
同

3
8
8
3
4己
を
支
払
え
ば
よ
か
っ

hw
も
ち
ろ
ん
、

ャー
」

の
よ
う
な
条
件
を
中
世
の
ど
の
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
、
が
、
少
く
と
も
こ
の
ブ
ー
ル
は
ベ
ネ
デ

ィ
グ
ト
派
の
修
道
院
と
結
び
つ
い
た
「
修
道
院
ブ

l
ル
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
プ
ラ
ン
シ
ュ
の

J
L
8
5
8回

護
さ
れ
た
「
城
砦
ブ

1
ル
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

の
古
い
城
砦
に
よ
っ
て
保

十
三
世
紀
に
入
る
と
、
史
料
は
い
っ
そ
う
豊
か
に
な
り
、
あ
ら
た
な
建
設
に
か
か
る
ブ

l
ル
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
背
景
に
か
く
れ
て

い
た
前
代
の
9

ア
ー
ル
に
つ
い
て
の
記
述
が
表
面
化
し
て
く
る
o

十
三
世
紀
の
建
設
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ブ

1
ル
と
し
て
は
、

円
何
回

)
E
a
-
-
m
l
n
o
g符
(
オ
ル
ヌ
県
、
日
福
田
回
目
白
地
区
、
第
3
凶
の
必
)
の
ブ

l
ル
が
あ
り
、

」
れ
に
つ
い
て
は
ア
モ
ン

G
-
E
S
H
O
ロ
)

の
詳
細
な
未
刊
行
史
料
の
注
釈
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

門
史
料
ぬ
】

((HUE-HHUM】5
8
5
2
回

Oゲ
ロ
目
。
包
広
g
a
g二】戸円四ロ日

ρ戸
巾
自
念
日
目
同
O
H
a
g《
凶

OMM但回目四日
O
A
E
B
g口
百
二
山
立
5
E
B
ハ

UOB片
山
田
守
H
S

(
お
)

問
H
E
m
s
B
U
O宮
山
氏
】
川
市
豆
、

ρ
5
2
H
仏山口同
0
2自
由
r
E江田

2

8
口
語
ロ
宮
田
・
)
)
〉
E
F
Z丘町
O
E
r回、円、由
S
Q
N〉・(口
F-
』・国民
B
Oロ)

-289-

FUHWHV山口問可
lH巾
l一円。
g
g
の
パ
ロ
ワ
y

ス
は
、

一
二
二
三
年
後
間
も
な
く
り
O
B昨
O
E
と

冨

2
S
E
の
領
主
た
る
ブ

I
ロ
l
ニ
ュ
伯

匂

r
E
3
0
E
2名
乙
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
史
料
は
伯
と

ω自
由
民
ロ
可
修
道
院
と
の
聞
で
行
わ
れ
た
交
換
か
ら
、
こ
の
ブ
ー
ル
が
生
れ

た
い
き
さ
つ
を
示
す
文
書
の
一
節
で
あ
る
。
そ
の
意
は
、
「
ブ

l
ロ
l
ニ
ュ
伯
フ
ィ
リ
y

プ
は
司
回
開
閉
山
田
の
森
林
の
中
に
、
回
、
旬
開
同
】
E
a
-
-巾l

n
o
B
H
O
と
呼
ば
れ
た
ブ
l
ル
を
建
設
さ
せ
た
っ
こ
の
ブ
l
ル
は
前
記
修
道
院
長
並
び
に
宗
団
に
属
す
る
り
o目
立
巾
口
ゅ
の
∞
E
ロ
唱
の
近

く
に
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
9

ア
ー
ル
が
H
U

同
国
間
同
印
の
森
林
の
開
墾
に
よ
っ
て
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
o

こ
の
他
、
十
三
世
紀
の
史
料
に
初
出
す
る
が
、
何
れ
も
そ
れ
以
前
の
建
設
に
な
る
七
つ
の
ブ

I
ル
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

北
大
文
学
部
紀
要
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門
戸
口
同

H1Hg--F
は、

E
E
g戸
え
伯
領
の
再
興
を
命
じ
た
フ
一
フ

γ
ス
王
プ
ィ
リ
ッ
プ
六
世
の
勅
書
(
一
三
三
八
年
〉
に
は
じ
め
て
出
現

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
ブ
ー
ル
の
中
央
に
位
置
す
る
城
は
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
の
も
の
で
、
封
建
時
代
の
土
丘
の
遺
跡
を
と
ど
め
て
い

る
。
一
六
五
三
年
、
戸
田
口
同
門
口
町
一
-
F
の
領
地
は
忠
片
岡
山
町
巾
伯
(
U

可
言
。
H
L
W

ゆ
庶
民
間
口
可
の
手
に
移
り
、
以
後
一
七
一
四
年
ま
で
そ
の

一
六
九

O
年
、
内
田

Ea--巾
の
裁
判
管
轄
区
に
属
す
る

(UEロ
ロ
己
、
が
作
製
し
た
調
査
一
沼
田
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
ル
ネ
・
ル
ロ
ア
の
詳
細
な
個
別
研
究
が
あ
る
)
の
一
部
で
あ
る
。

家
系
に
所
属
す
る
。
史
料
叩
は
、

ゲ
白
巳

rFmo
の
国
王
代
理
官

V
S
F
gの
0
2

」
の
史
料
は

。R
E巳
叩
の
ブ
ー
ル
に
お
け
る
定
期
市
(
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
の
翌
日
、

イ

γ
ノ
ケ

γ
テ
ィ
ウ
ス
諸
教
皇
の
祭
日
に
開
催
)
、
並
び
に
週
市

(
毎
週
火
曜
、
火
躍
が
祭
日
に
あ
た
る
と
き
は
水
曜
に
開
催
〉
の
存
在
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
週
市
や
定
期
市
で
売
買
さ
れ
る
商
品
に
対

す
る
高
級
裁
判
領
主
の
課
税
権
か
ら
免
除
さ
れ
て
い
る
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
〈
宮
司
の
初
期
の
領
主
た
ち
は
、
ブ
ー
ル
の
住
民
一
の
数
を
殖
や
そ
う
と
し
て
、
(
(
骨

0
5
号
ゲ
0
5
m出
向
巾
)
)
と
よ
ぼ
れ
る
若
干
の

特
権
を
彼
ら
に
あ
た
え
、
職
人
や
農
民
が
容
易
に
生
産
物
を
交
換
で
き
る
た
め
の
広
場
を
つ
く
り
、
そ
の
後
の
〈
E
g可
の
発
展
の
基
礎

を
つ
く
っ
た
o

史
料
訟
は
、
一
五
五
二
年
四
月
二
一

O
日、

E
M
E
U宮
母

(
U
3
5
E
の
証
言
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、
「
お
よ
そ
九

O
ア
l
グ
ル
の
土
地
」
を
ふ
く
む
こ
の
ブ
ー
ル
の
慣
行
を
記
し
て
い
る
d

と
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
ぐ
自
由
可
の
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
条
件
は
、
他

の
保
有
農
の
条
件
と
、
少
く
も
次
の
二
つ
の
点
で
呉
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ω彼
ら
は
J
N
可
。
の
城
に
お
け
る
監
視
の
義
務
か
ら
免

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ω彼
ら
は
こ
の
バ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
、
売
却
の
場
合
に
、
価
格
の
十
三
分
の
一
の
代
り
に
、
四
ド
ヮ
ニ
エ
l

ト
ヮ

ル
ノ
ア
(
宕
巳
巾
同
印
件
。
日
ロ
。
ぽ
)
し
か
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
四
円
四
-

H

・
は
、
売
買
契
約
の
署
名
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
支
払

え
ば
よ
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
条
件
は
前
述
の
戸
田

n
E
E
E刊
の
場
合
と
よ
く
似
て
い
る
。

以
上
二
つ
の
史
料
に
見
ら
れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
特
権
が
、
何
時
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
か
く
と
く
さ
れ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
o

そ
れ
は
と
も
か
く
、
少
く
と
・
も
か
な
り
古
い
時
期
、
お
そ
ら
く
は
公
領
時
代
の
開
墾
運
動
に
起
源
を
も
っ
こ
れ
ら
ボ
カ

I
ジ
ュ

北
大
文
学
部
紀
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本
章
で
考
察
し
た
西
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
農
業
植
民
の
発
展
と
ブ
ー
ル
の
時
代
的
分
布
の
関
係
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
参
考

ま
で
に
第
8
図
を
作
製
し
た
。
多
く
の
場
合
、
ブ

i
ル
は
重
複
し
た
性
格
を
そ
な
え
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
図
示
す
る

こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
ド
ミ
ナ

γ
?な
性
格
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
l
ス
が

多
く
、
こ
の
分
類
を
固
定
的
に
と
ら
え
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
冨

2
窓
口
や
〉
F
S
cロ
の
ブ
ー
ル
は
あ
き
ら
か
に
都
市
的
集
落

で
は
あ
る
が
、

同
時
に
城
砦
.
ア
ー
ル
'ζ

し
て
の
性
格
も
そ
な
え
て
い
る
。

ま
た
、

2
・i
H
U
5
R
T
E
H
l
ロ
-42
に
つ
い
て
は
十
二
世
紀
に
、

〉

-mg口
g
や
(
い
。
口
伝
一
に
つ
い
て
は
十
三
世
紀
に
、
そ
れ
ぞ
れ
農
業
植
民
か
ら
生
れ
た
ブ
l
ル
が
確
認
さ
れ
る
と
は
い
え
、

十
一
・

世
紀
に
は
既
に
何
れ
も
宮
己
目

2
が
存
在
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
ブ
ー
ル
は
む
し
ろ
都
市
的
性
格
を
そ
な
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
修
道
院
を
核
と
す
る
ブ
ー
ル
は
多
く
の
場
合
同
時
に
農
業
植
民
集
落
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
独
立
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
定
立

と
り
あ
げ
た
ブ
ー
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
第
3
凶
で
示
し
た
ブ

I
ル
を
す
べ
て
包
括
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
ノ
¥
数
量
的
に
は
不

-293ー

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
も
あ
り
、
無
意
味
で
も
あ
る
。
そ
の
他
、
こ
の
分
布
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ブ
ー
ル
は
、
本
稿
で
直
接

完
全
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
西
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
ブ

i
ル
に
よ
る
植
民
運
動
が
た
ど
っ
た
お
お
よ
そ
の
軌

跡
を
巨
視
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
o

す
な
わ
ち
、
西
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
の
農
業
植
民
は
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
、
ま

ず
デ
ィ

l
ヴ
川
流
域
か
ら
オ
ル
ヌ
川
流
域
一
帯
の
肥
沃
な
カ
l
γ

平
野
部
に
達
す
る
が
、
ボ
カ

l
ジ
ュ
地
方
の
中
心
部
に
は
ま
だ
及
ぼ
な

ぃ
。
当
時
、
こ
の
地
方
に
存
在
し
た
ブ
ー
ル
は
、
都
市
的
ブ
ー
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
公
領
西
南
国
境
地
帯
の
寧

事
的
防
衛
の
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
城
砦
ブ
ー
ル
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
十
三
世
紀
に
入
る
と
、
植
民
運
動
と
結
び
つ
い
た
農
村
ブ

ー
ル
の
分
布
は
南
へ
の
び
、
空
・
l
F
φ

か
ら
ぐ
F
H
3

ロ
o
g片
。
ロ
刊
を
へ
て

〉日ロロの
O
D

に
至
る
線
の
周
辺
を
お
お
い
、
ボ
カ

l
ジ
ュ
地
方

北
大
文
学
部
紀
美



中
世
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
l
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

の
中
心
部
を
縦
断
す
る
。

第
3
図
を
あ
わ
せ
て
参
照
す
れ
ば
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
ボ
カ

I
ジ
ュ
地
方
の
農
村
ブ
ー
ル
の
分
布
密
度
は
、
も
っ
と
東

北
部
の
カ

l
γ
平
野
部
よ
り
も
稀
薄
で
あ
り
、
も
っ
と
南
方
の
バ
・
メ

I
ヌ
地
方
と
比
較
し
て
も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ

る
o

け
れ
ど
も
、

ノ
ル
マ
ン
デ
イ
公
領
の
農
業
植
民
史
の
意
義
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
地
方
の
農
村
ブ
ー
ル
の
研
究
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
た
い
。
何
故
な
ら
、
き
わ
め
て
分
散
し
た
定
住
地
帯
で
あ
る
ボ
カ

l
ジ
ュ
地
方
で
は
、
城
や
修
道
院
の
周

囲
に
密
集
し
た
定
住
の
小
中
心
、
す
な
わ
ち
ブ
ー
ル
が
建
設
主
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
農
業
構
造
の
変
革
が
可
能
に
な
り
、

Z
5
2
5円
や
ふ
B
H
Z
と
対
置
さ
れ
る
地
方
小
共
同
体
、
農
村
小
教
区
の
中
心
集
落
が
こ
こ
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

‘淫(
1
)
L
・
ミ
ユ
ツ
セ
は
、
十
一
世
紀
初
頭
の
史
料
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
ラ
と

パ

ロ

ヲ

ツ

ス

農
村
小
教
区
の
数
を
比
較
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
西
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

の
わ
O
Z
E
Z
と
〉
三
宮
口
広
ロ
で
は
合
計
五
五
ヴ
ィ
ヲ
に
対
し
二
八

パ
ロ
ワ
ッ
ス
、
一
方
、
中
部
の

(
U
E
m
F
U
と
東
部
の
出
向
口
々
で
は

合
計
五
一
ヴ
ィ
ラ
に
対
し
三
六
パ
ロ
ワ
ッ
ス
と
い
う
'
相
関
関
係
に
な

る
。
ま
た
ヴ
ィ
弓
対
パ
ロ
ワ

y

ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
面
積
は
、
西
部

で
は
凡
そ
悶
五

O
対
九

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
中
部
で
は
凡
そ
六

O
O対

七
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
数
値
の
近
似
性
を

信
頼
で
き
る
な
ら
、
カ

i
ン
一
平
野
部
で
は
ボ
ゥ

1
ジ
ュ
地
方
に
比
し
パ

ロ
ワ
ツ
ス
と
ヴ
ィ
ラ
は
数
量
的
に
も
面
積
約
に
も
接
近
し
て
お
り
、
し

た
が
っ
て
パ
ロ
ワ
ッ
句
、
内
に
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ラ
の
外
部
に
新
し
い
集
落

を
時
既
設
す
る
余
地
は
き
わ
め
て
乏
し
か
っ
た
、
と
云
え
よ
う
o

F
・

ζ
g
z
r
戸
何
回
仏

O
B巳
ロ
日

:-wE-
日
!
印
由
・

(

2

)

前
掲
の
ミ
ユ
ツ
セ
論
文
に
よ
れ
ば
、
授
封
や
小
作
化
に
よ
る
領
主
直

営
地
の
解
体
は
十
二
世
紀
に
は
広
汎
に
進
行
す
る
と
は
云
ぇ
、
多
く
の

所
領
は
十
一
世
紀
に
は
か
な
り
の
直
営
地
を
保
存
し
て
お
り
、
時
に
は

ヴ
ィ
ラ
の
四
分
の
一
な
い
し
三
分
の
一
に
も
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
県
一
界
所
領
(
と
く
に
シ
ト
l
派
修
道
会
の
グ
ラ
ン
ジ
ユ
)
に
お
い

て
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
と
き
に
は
俗
界
領
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
、

と
さ
れ
る

O
P
E
-
w
U・

s・

(
3
)
F
・
7~[5凹巾件、可巾口
M
L
巾
g
m口同
:-w
匂
・
呂
田
・

(
4
)
E
.
c
m岡
山
田

w

D

匂
・
号
-
w
H
V

・
8
・ロ・
(
N
)

(
5
)
出

-
E
F
O
H
r
p
ρ
g
u
Z
2
-
o口出
-3-mH・
5
0∞
品
、
同

0
7
品
印
〈
。
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ル
が
そ
れ
に
附
属
し
て
い
る
古
い
定
住
核
の
種
類
に
よ
っ
て
、

い
ち
お
う

((g日
m
g
E
H
E
E
)
)唱(
(

寸

O
ロ
話
口
出
回
同
邑
)
)
w
(
(
Z
R
m
B
Cロa

自
片
山
内
出
口
巾
)

)

w

(

(

ゲ

O
E∞
EE-))
の
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
そ
の
お
の
お
の
の
分
布
に
つ
い
て
多
元
的
に
、

ま
た
能
う
限
り
実
証
的
に
検

討
す
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
こ
の
方
法
は
、

一
章
に
お
い
て
概
略
的
に
言
及
し
て
お
い
た
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
公
領
史
の
さ
ま
ざ
ま
な

局
面
、
?
な
わ
ち
、
政
治
的
・
軍
事
的
・
社
会
的
・
経
済
的
・
宗
教
的
な
諸
局
面
の
特
質
を
、
ブ
ー
ル
の
発
展
と
い
う
視
角
か
ら
具
体
的

に
と
ら
え
直
す
と
い
う
結
果
に
も
な
っ
た
。
本
稿
の
主
要
部
分
を
な
す
二
章
と
三
章
が
右
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
帰
結
と
し

一
章
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
提
起
し
て
お
い
た
全
般
的
な
見
透
し
を
、
ほ
ぽ
完
全
に
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
こ
こ
で

てあ
ら
た
め
て
そ
れ
を
結
論
と
し
て
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

オ
ー
ト

す
な
わ
ち
、
都
市
的
ブ
ー
ル
は
早
く
も
十
一
世
紀
に
東
部
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
、
及
び
一
部
は
北
部
海
岸
地
方
に
出
現
し
、

紀
後
半
か
ら
南
西
部
国
境
地
帯
に
城
砦
ブ
ー
ル
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
あ
る
も
の
は
都
市
的
集
落
へ
発
展
す
る
。
そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
十
二

一
方
、
十
一
世

ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
の
中
央
部
、
と
く
に
カ
l
y
平
野
部
に
、
修
道
生
活
の
復
興
と
結
び
つ
い
て
植
民
系
の
農
村
ブ
ー
ル
が

増
加
し
て
く
る
が
、
そ
れ
は
な
お
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
の
中
心
部
に
は
い
た
ら
な
い
。
農
村
ブ
ー
ル
が
も
っ
と
西
へ
、
そ
し
て
も
っ
と
南
へ

-297ー

世
紀
に
か
け
て
、

と
延
び
、

ほ
ぼ
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
の
全
域
を
、
高
い
密
度
と
は
云
え
な
い
ま
で
も
、

カ
ヴ
ァ
ー
す
る
の
は
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世

紀
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
布
状
況
は
、

お
そ
ら
く
十
三
世
紀
に
頂
点
に
達
す
る
よ
う
な
人
口
増
加
の
圧
力
、
市
場
交
易
の

活
濃
化
、
そ
し
て
領
主
直
営
地
経
営
の
解
体
な
ど
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
経
済
的
発
展
を
そ
の
背
景
に
も
っ
て
い
た
。
同
時
に
そ
れ
は
、
封

建
フ
ラ

γ
ス
の
中
で
は
異
例
的
と
も
思
わ
れ
る
権
力
の
集
中
と
公
領
の
領
域
的
統
一
、
そ
し
て
そ
れ
を
内
実
化
す
る
た
め
の
宗
教
的
1
農

業
的
な
植
民
政
策
の
進
展
と
も
ふ
か
く
関
連
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
と
く
に
記
憶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ブ
ー
ル
は
既
存
の
定
住
中
心
に
附
属
す
る
二
次
的
集
落
で
あ
っ
て
、
決
し

北
大
文
学
部
紀
要



中
世
ノ
ル
マ

γ
デ
ィ
に
お
け
る
『
ブ
l
ル
』
の
分
布
と
そ
の
意
義

て
「
無
か
ら
の
創
造
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
北
ヲ
ラ
ン
ス
、
と
〈
に
メ

i
ヌ
地
方
の
開
墾
目
植
民
運
動
に
つ
い
て
、

も
て〉

ば
ら
小
所
領
と
散
居
定
住
の
支
配
的
な
ボ
カ
l
ジ
ュ
一
地
方
の
農
制
と
の
関
連
に
お
い
て
、
農
村
ブ
ー
ル
の
創
造
的
役
割
を
重
視
し
た
ラ
ト

ウ

l
ツ
ュ
説
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
一
面
的
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
呪
何
故
な
ら
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
農
村
ブ
T

ル
は
、
平
野

部
と
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
万
の
農
制
の
差
異
を
こ
え
て
、
広
く
一
般
に
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
、
ブ
ー
ル
は

古
典
荘
園
制
が
根
を
下
し
た
地
方
に
も
、
そ
れ
が
根
を
下
さ
な
か
っ
た
地
方
に
も
等
し
く
適
合
し
得
る
柔
軟
な
定
住
形
態
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
ノ
ル
マ
ソ
デ
イ
公
領
で
は
、
十
一
世
紀
の
半
ば
を
す
ぎ
る
と
も
は
や
自
由
人
し
か
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
人
格
的
自

由
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
の
森
林
や
荒
地
を
開
墾
す
る
リ
ス
ク
を
冒
す
必
要
は
少
し
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
ブ

L
ル
の
建
設
が
人
日

増
加
に
対
応
し
て
い
る
と
は
云
っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
爆
発
的
な
現
象
で
は
な
く
、
中
部
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
の
平
野
部
か
ら
南
西
ボ
カ
l

お
そ
ら
J
¥
ブ
ル
タ
l
ニ
ュ
ヤ
メ
l
ヌ
地
方
と
異
っ
た
メ
ル

τ
Y
デ
ィ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
性
格
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
o

-298ー

ジ
ュ
地
方
へ
向
う
徐
々
と
し
た
開
墾
の
流
れ
に
そ
っ
た
、
む
し
ろ
控
え
目
な
植
民
運
動
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
、

本
稿
は
、
当
面
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
プ
l
ル
の
分
布
と
、
そ
れ
が
表
現
し
て
い
る
歴
史
的
な
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
に
重
点
を
お

い
て
お
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
ブ
ル
ガ

1
ジ
ュ
の
経
済
的
一
・
法
的
・
社
会
的
条
件
に
つ
い
て
の
分
析
は
決
し
て
充
分
と
は
云
え
な
い
。
と
は

云
え
、
お
そ
〈
と
も
十
三
世
紀
に
は
、
若
干
の
領
主
制
的
な
賦
役
義
務
の
残
存
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ル
ガ

1
ジ
ュ
土
地
保
有
は
通
常
の

農
民
保
有
地
と
は
区
別
さ
れ
る
有
利
な
経
済
的
条
件
、
と
り
わ
け
定
量
な
い
し
定
額
小
作
制
へ
の
早
熟
的
な
移
行
を
予
告
す
る
地
代
の
条

件
を
か
く
と
く
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
価
い
す
る
o

こ
の
点
は
ほ
ぼ
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
特
権

に
も
ま
し
て
、
と
ぐ
に
メ
ル
苛

γ
デ
ィ
に
お
い
て
は
、
デ
ル
ガ
l
ジ
ュ
土
地
保
有
の
法
的
特
権
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ

は
教
会
や
城
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
提
供
し
た
精
神
的
・
寧
事
的
安
全
と
と
も
に
、
過
剰
人
口
を
ブ
ー
ル
に
吸
引
す
る
の
に
充
分
で
あ
っ
た
と



思
わ
れ
る
。
問
題
の
こ
の
最
後
の
局
面
に
つ
い
て
は
、
法
的
・
社
会
的
意
味
に
お
け
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
身
分
」
の
成
立
と
い
う
観
点
か

ら
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
、
比
較
史
的
な
方
法
で
再
検
討
す
る
こ
と
を
念
願
に
し
て
い
る
o

注
(

1

)

農
村
ブ
ー
ル
に
関
す
る
ラ
ト
ウ

I

シ
ュ
説
に
つ
い
て
は
一
章
の
注

(
鈎
〉
参
照
。

ヘ
2
)
ブ
ル
ガ

I
ジ
ュ
の
私
法
と
の
特
権
に
つ
い
て
は
、
さ
し
当
り
戸

。
恥
ロ
ゆ
え
同
-
u
h白
同
町
述
。
号
、
時
四
詩
句
由
民
、
、
h
・
白
崎
両
に
お
け
る
要
約
(
匂
-
H
N
O
i

H
N

∞・
M
g
l
自
由
・
)
が
出
発
点
に
な
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
特
権
が
、
十

三
世
紀
以
前
に
あ
ら
ゆ
る
プ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
点

で
は
疑
問
が
残
る
。
何
故
な
ら
、
不
動
産
の
売
却
の
自
由
と
か
、
遺
産

の
均
分
相
続
は
、
農
民
に
と
っ
て
は
決
し
て
有
利
な
条
件
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ブ
ル
ガ
1

ジ
ュ
土
地
保
有
の
特
権

は
、
ミ
ユ
ッ
セ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く

σ
oミ
向
田
口
H
r
a

包
ロ
ω

に
固
有
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
〈
「
旧
民

5
5
f
H
U
E
-守

Boz---w
匂
-
M
O
O
-
)
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
身
分
の
成

立
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
無
視
で
き
な
い
前
提
条
件
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

-299-

日
本
西
洋
史
学
会
第
二
四
回
大
会
(
一
九
七
四
・
五
・
一
九
、
大
阪
大
学
)
中
陸
部
会
に
お
け
る
筆
者
の
報
告

「
中
世
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
『
ブ

i
ル
』
の
分
布
1
1
l
ボ
カ
l
ジ
ュ
地
方
を
中
心
と
し
て
」
を
基
礎
に
、
そ
れ
を
大
巾
に
加
筆
・
改
稿
し

た
も
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
、
本
稿
の
作
製
に
あ
た
り
、
筆
者
の
フ
ラ

γ
ス
留
学
中
(
一
九
七
一
|
七
二
)
、
直
接
・
間
接
に
筆
者
の

門
付
記
〕
木
稿
は
、

質
問
に
こ
た
え
ら
れ
、
貴
重
な
史
料
・
文
献
の
閲
覧
・
収
集
に
つ
い
て
便
宜
を
は
か
つ
て
下
さ
っ
た
カ

I
γ
大
学
の
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ミ

ユ
ッ
セ
教
授
に
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

北
大
文
学
部
和
菓

(
一
九
七
四
・
七
・
一
、
成
稿
)
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